









6`Darya‐e‐Latafat、、に 記 録 され た 諺 に つ い て
古 賀 勝 郎
Mirエ。、跏 ・蜘 蹠 。・。、ha,(・.1757-1×317>がその著"町 ・-3‐La.tui・・"(D.・.)ユに
よつて詩人 としての名ばか りでな くウル ドウー語史 。ウル ドウー文法の分野で今 日なお・記憶されて:
い るこ とは周知の通 りである.
全九章の うち第一章か ら第 七童までがInshaの筆 になる もので,第 八～九 章はNlirza興a㎜ad
AhsanQ,a.t3ユの執筆になる.第 七章までの うち ウル ドウ・一語史や ウル ドウー文法 を記述した個所は
本来最 も重要な部分で あるのは勿論であるが,言 語生活の複雑な諸相を注意深 く観察し的確 に把握
した結果 を記述 した個所(二 ～三章)は 甚だ興味深 く研究資料 として も勝れて知 り,貴 重な記録 と
なつてNる.
第三章の第一節は主 としてデ リーで用い られている慣用語句や諺を取 り上 げ解説を加えてい る.
そ こには,い わゆるM噂侮warah),ROZ(marrah>,M(asaユ)等が雑然 と列 挙されてNる.し たがつて,
筆者がそれ らの一つ一つについて どれ をMuh.にどれをRoz.にどれをM.に 入れたかの明示がな
N.M.の 中に も秀句の類の もの も少なか らず 見られ,ま た,俗 語 。陰語 。挨拶 。呼び声 。掛声等
の類の もの もかな 蜆 出される.2
小論 ではそれ らの うちMasI?ユ(いわゆる諺)の 類 を抜 き出 して,そ れ らの分布 と意味の歴史的 ・
地理的展開 を検討す る.
検討にあた つては次の ような方 法を採 った.す なわち,D.エ・.に知 いてMasalとしての用法に3
該当す るものを網羅 し,そ れぞれについてFallon,S.W.の『ヒン ドzターニー諺辞典』(H,K.)
FIYLiLのrウノしド,藷 大麒 』(F。L.)4・r(ビ・・一・・)諺辞蜘(K.K.)5P・ ・ンジャづ 離
辞典 』(P.A.)6の中か ら形態的に対応す る諺を取 り出したH.K.は,ウ ル ドウーのu1関 す
る本格的な辞典であり,D.L.成 立後80年 を経ず して編まれている点で重要な参考 資料 である.
F.L.(Fユ 痴z辞典)は 本格的な ウル ドウー語大辞典であるばか りでな く,そ れに収載されている
イデ ィオムや諺の数か らも類書か ら抜 き田ている.K.K.は 近年にお・けるイン ド諸語の諺研究の
中で ビハール とい う広大 な地域 に澄いて科学的'・統一的な調査方法に よつて得 られた画期的な成果
とみなされる ものである.ま た,い わゆるヒンデ ィー語地域 の境界 て位置 しているビハ ールに行な
われている諺 とい う意味で地域 的な分布及 び意味の展開を調べ るの に最適 なものの一つと考えられ
る.地 域 文化圏の設定や標準語 の普及,あ るいは,公 用語 。国語問題の所在な どについて考察す る
上で参考になる.ま た,諺 その ものの形態及 び意味の範囲を明確にす ることができよう・地理的に
近い上,ヒ ンディー及び ウノしドゥーの共通基盤 の形成に もあずか つている と考え られるパ ンジャー
ビーの諺辞典 としてP.A.は科学的 。体系的な蒐集及 び解説による最新の成果 と認め られるもので
ある.飴 これ備 足す る ものと しては,rボ ージプ・一謝 典 』(B.L,}7Pヒ ンデ ・一
慣用句:y』(H。M.K.)8r(ウ ・Lド,ウー)黝 語 』(q.A.)9及 びrヒ ンデ ・一翻
典 』(H.L.K.)1° を用Nた.
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諺の用法は生活基盤 の変化につれて本来の ものか ら転 じた り,特 殊な用例や例外 的な用法が一1
般的な ものに移向した りする.そ うしたこ とか ら語句 まで もが別種の ものに入れかわ った りする こ
とがある.ま た,異 系統の諸言語の間に同種の諺が 見出 される.し か し,匕 ン ドスターニー(ヒ ン
デ ィーとウル ドウー と共通することがあるとNう 意味で使用)と ビハー リーや,パ ンジヤー ビー と
の間のような関係 の言語にあ つては.同 種の表現による諺が共有されているか否かが先に述べた よ
な視点か ら重要な意味を持つ.
また,類 似の表現の ものにあ つて も意味を共有 してい るか否か。 という点 も重要であり注意、す
べ きである.ラ ージャヌターンの諺(R.K.)llも含 め次に二,三 の諺を例示 しよ う.
(j
Kutt3k3dumbarahtiara・nalw・m・rakh・,taubhit・rhik3t.,・rhi(H.K・)
〔直訳 〕 犬の尻尾は12年 間筒に入れておいて もやは り曲が つたまま
〔意味 〕 悪人はいつま でも悪人のまま.教 育や感化 では改 まらぬ もの
Ku七t・,.,k3pug・lztiarabassd・bi・ahip・nj・dnikユijadh3t・rh3(R.K.)
〔直訳 〕 犬の尻尾を12年 間かさえてあつたが。 出 した時には曲が つていた
〔意味 〕 性分はかえ られぬ もの
Kuku・k・品・tihm3kat・命t・11・gaib轡hk・七⑫ ・rah?(K.K.)
〔直訳 〕 犬の尻尾に どれほ ど油を塗 つても曲が つたまま
〔意味 〕 悪人を どれほど正道につかせ ようとして も無駄なこと.性 分 はど うしょうもない
{2)
Phu"'harka,rasinge・emag3t。sePh・r・(H.K.)
〔直訳 〕 だ らしない女は化粧の際,(髪 の)わ け ぎわを煉瓦で割る'
〔意味 〕(夫 亡人 でない仕合せの しるしに髪のわけ ぎわに塗 る)朱 のかわ りに煉瓦 をす りつける
の で 血 がW1て く る
Phurkaraisingarmagitaauphorai(R,K,
〔直 訳 〕H.K.に 同 じ
〔意 味 〕 だ ら し な い 女 は化 粧 す れ ば わ け ぎ わ を 煉 瓦 で 割 つて し ま う
Phuharikax-asingersunzkh3k3senurユagcy(K.K.)
〔直 訳 〕 だ ら し な い 女 は 化 粧 す る の に 朱 の か わ り に(れ ん が を 砕 い た)粉(ヌ ル キ ー)を 塗 る
〔意 味 〕 だ ら し な い 女(や 男)の だ ら し な さ を 廟 る の に い う
(3)
Ay3Gaitsuhawan,phiih・rmailchu.伽an(H.K.)
〔直 訳 〕 さ わ や か な チ ヤ ィ トの 月(イ ン ド暦 の1月,陽 暦 の3月 半 か ら4月 半)が や つ て くれ ば
だ ら し なM女 た ち が(冬 中 の)垢 を 澄 とす こ と だ ろ う
〔意 味 〕 寒 い 間 は 沐 浴 せ ず,暑 くな つて か ら汗 で 垢 の 於 ち る よ う な だ ら し な い 不 潔 な 女 の こ と.
あ る い は 暑 く な つて か ら し か 沐 浴 し な い 女 の こ と.(普 通 に は,た ま に しか 沐 浴 せ ぬ 不 潔 な 人 に つ
い て い う)
Ay。・ai七niway。,Ahuramail9・way・(R.K.)
〔直 訳 〕 暖 か い チ ヤ ィ トの 月 が や っ て きた.だ ら し なN女 た ち が 垢 を お・と し た
〔意 味 〕 だ ら し な い 女 が 沐 浴 す る よ うに な れ ば,暖 か い 季 節 に な つた ・ と思 え
Ailcai七・岫 論n,phuharmailch。2d`N'aTl(K.K.,B.L.)
〔直 訳 〕 暖 か い チ ヤ ィ トの 月 が や つ て き た ・ だ ら し な い 女 た ち が 垢 を澄 とす こ と だ ろ う(K・K.)
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〔意味 〕 チ ャイ トがや つて きたのでだ らしない者 も垢 を知 とし家を きれいにするだろ う(B.L.)
これらの例に 見られ るよ うに表現上 はほ とんど同一の ものにあって も意味の重点はそ れぞれの
言語で微妙に異 なつた り,同 一言語内において も複数の意味 に用い られ るこ とが少 なか らずある.H
H.K.が女性 とか ムヌ リム とか,諺 の管理者を も併記している点 もやは り重要である.
12このような観点 か らo
.L.を媒体に して次に検討を加えた.
次の表はD.L.,H.K.,F.L.,K.K.,P.A.の関係 をD.L.を基準にして示 した ものであ
る.こ れによつて1).L.とヒンデ ィー(H),ウル ドウー(U)との関係,及 び,H.U.と ビハー リ
ー及びパ ンジヤー ビーとの関係 を単に言語面ぱか りでな く言語文化面か らもいささかな りとも明ら
かにすることがで きょう.
K.K.及びP.A.については音韻 。文法 。語蒭 。表現法の各面に知いてD.エ.,H.K.,F.L.
の三 形 とは隔 た りが大 きいのは当然 であるが,そ れに もかかわ らずH.u.の 近縁語 。近接語 として
の共通点 を見逃す ことは できない.共 通点 と同時に相違点 も興味深い ものである.そ こで,K.K.
及 びP.A.についてはH.U.形に類似の表現形 の ものの有無及び類似形のある ものにつNて はその
意味のH.U.諸形 との類似 。異同について調べることにした.D.L.,H.瓦 及びF.L.に ついて
はさらに詳しい検討を加えた.
表はD.L.形を記し,そ れと他の関係 を形態及び意味の両面か ら明らかにする
表現 。形態面では
馨 語句の順序,文 法上,音 韻上 などに多少の差違 の認め られ るもの
△1).L.形 に比 して語句 の一部が省略されている もの
◇ 同 じく一部が多い もの
口 語句の一部に1).L.形に見られない ものが嘆用 されてNる もの
意味面は
◎,,,の 付していない場合は同じ意味に用い られてい ることを示す
◎ に数字の付してある揚合は,そ の数だけ異 つた意味の あることを示す
☆ イデ ィオムとしての用法に限 られる もの
次に下表について総括的な数字を示す
1,表 現 。形態面






D.L.と△ もしくは◇の関係 にある もの
H.K.11(△5,◇6)F.L.5(∠Σ2,〈>3)





















 D.  L 
 1. Ant bhale  ka.  bhala, ant bore  ka  bura 
 2. Andhe  ki jort.I  ka  allah bell 
 3.  Andhari  nagarl caupat  raj 
 4. Andho  me  kana  raj a 
 5.  Aphi  gall  i  kutta  bhi sher  hai 
 6.  A_kh ojhal  pahar 
 7.  Akb.o  ke andhe nam  nainsukh 
 8,  Ag lagte  jhopra  jo nikle so  3..ao 
 9.  Atha  bath kummait 
 10.  Adhi  murghl  adhi  bate, 
 11. Ap  babil mangate bahar  khan,: darvesh 
1 2. Is se  kya  Vasil ki  shahjahan  ki  darhi  bari  thi  513,111g-1r Id 
  ti 
1 3.  UcI  dukan  phika  pakwan 
1 4. Ut  pahar  k nice  ata  hai to  ap  ko  samajhta hai 
1 5.  Kai din tumne  bhl cam ke dam  calaye 
1 6. Ka,krl.cor ko  garden nahi marts 
1  7.,  Karera  our  nim  carha 
1  8,L6gdzi  j  i  tum kyo duble ho "Shahar  'Ka andeshe se' 
1 9.  n,na  tattu  buddhil nafar 
 20. Kane  cot  kanaude  bhe,t(bhet) 
2  1,  Kulhiya me gur  pi  or  raha  hai 
 2  2.  Korn me  kh75„j 
 2  3.  Kya  darzi  ka  kuc kya mu  qam 
 2  4.  Kya  nangi  nahaegi  kya  nicoregi? 
 2  5_  Khari  mazdarl  cokha  kam
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米 こ の 中 の1は 且.K.の 引 用
D,L.H,K,F,L,K,K,P.A.
1.○ ◎1ム ユム2'米ユ◎ ユ 勲 ユ◎2◎1◎2
2.(う ◎ 一 〇 ◎ 一 ◎
3.○ ◎ 口1◇ ◎ 口2◇ ユ◎ ◎ ◎
4.○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
5.○ ◎ ・ 和 ◎2啝 ◎2◎2@'
6.○ ◎ ・ ◇ ユ◎2◇ ユ◎3-◎2
7.○ ◎10◎ ユ ⊂)◎1◎2◎1◎3
8.○ ◎1馨1◎2馨2◎2◎z-
9。 ○ 奪1)10◎2(:)(1)2--
10.○ ◎ ユ 麺 口 ・◎2◎ ・ 口 ・02◎ ・ ロユ◎5◎6
11。 ○ ◎1曙3ユ ◎1-◎2◎1
12.○ ◎ ロ ユ◎ 一 一 一
13.○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
14.○ ◎ ユ ロユ◎ ユ 日2◎2◎2・-
15.○ ◎ ☆ ☆ 一 一
16.OC軸1◎ ○ ◎ ◎-
17.○ ◎ ・ ◇ ・◎20㊥ ◎2◎4
18.○ ◎ ・ 卵 ◎2⑳ ◎n◎ ユ ◎2
19.○ ◎ ・ ○ ◎20◎2--
20.○ ◎rlユ ◎ 　 一 一
21.O◎1韓1◎2馨2◎2◎3一 冖
22.○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 一 呻
23.○ ◎ ・ ロ ユ◎20◎ ・◎3--
24.○ ◎ ○ ◎ 辱 ○ 蓉 ◎ 一 ◎
u
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2 6.  Ehand  ping  gath  ka,  siri  salam  alaik 
2 7. Khel na  jam°  murghi  ka  urana  laga  bd. 
 2  8.  Gadha  kya  zrane  za6fran ki  qadr 
 2  9.  Gharib  ki  joru  sab  ki  bhdbi 
3 Q Gur  khana gulgulo se  parhaz 
3 1.  Ghari  me ghariyal  hai 
 3  2. Ghar  ka  bhedi  lank-a,  pa. 
3  3.  Gh.ar ki  putki  basi sag 
3 4.  Char ki murghi  dal  bardbar 
 3  6. Cad ko gahan lag gaya 
3 6.  Cori_  ka  gur  mitha 
3 7.  Chota  muh  bard bat 
 3  8.  Jangal  ma  mor  naca, to  kis-n3  (kinns )  dekha 
3 9. Jo garajte  hai so  baraste,  nahi 
 4  0.  Yogi  kaki  mit 
 4  L Jo bole so  ghi ko  jaa 
 4  2.  pil  dar gumbad  awaz dar phish 
           ti 
4 3.  Dhaltl  phirti chaaw--  kabhi idhar  kabhi udhar 
 4  4.  Tabele ki  bald bandar ke sar 
4 5. Tinke ki  of pahar 
4 6.  Tumhare larks  bhp  kabhi ghutno ke bal  calage 
4 7.  Darya me  rahna  our magarmacch se bair 
 4  8. Dat par mail  nahi 
4 9. .D371 ke sar  phial pan 
 5  0,  Dekha  bhala  topci,  capra  saiyad ho 
 51. Do  aralla me  murghi  murder 
5 2.  Dhig dhig  balla  ka raj 
 5  3.  Dhabi  ka,  kutta ghar  ka na  ghat  ka, 
5 4. Nangi  bhali ki bil me  has 
5  5.  Nac na jane  agan  terha 
5 6. Naukar  lad  kaptir ke  lioydi male haq 
5 7.  Par.j  'alb  sharp  thradar nidar  bazar 
 5  8. Parh patthar  iikh  lahrahhaa  its badh  kacahri  gad 
5 9. Parhe na  likhe  nam muhammad f zil 
6  0.  Paco  ugliya  ghl  me tar  hai 
                           ti 
6 1.  Fajr  ka  bhilla sham ko ghar awe to use  bhilla nahi  ka,hte 
6 2.  Bagla, mare  pankh  hdth 
6 3.  Ba,chra  khiite  ke bal  kilda 
6  4. Bare bol  ka  sar  rica 
6  5. Bare  miya so bare  miya  chute  rni:yd  sublaan  allah 
 6  6.  Barsega  barsawega  rlamri  sar  lagawg  a 
 22
26.○ ◎ ユ ○ ◎2-一 一
27.(⊃ ◎ 馨1@一 一 一
28.○ ◎1△ ◎20⑥ ユ ー ◎2
29.○ ◎1ε 簿ユ◎10◎1◎2(§)2
30.○ ◎1ε 簿ユ◎20◎5◎3◎3
31.○ ◎ ユ ○ ◎ ユ ○ ◎1◎2--
32.OOOUOO
33.○ ◎ ○ ◎ 韓 ユ◎ 一 一
34.○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
35.○ ◎1(:)◎20◎ ユ◎2◎3◎4--
36.○ ◎10◎20◎1-◎ ユ
37・ ○ ◎10◎20◎1◎2◎ ユ
38.○ ◎1替1◎10◎ ユ◎2--
39.○ ◎ ε濠1◎1◎ ◎-
40.○ ◎1馨 ユ◎2馨 ユ◎1◎2◎3
41.○ ◎10◎2◎3口1◎3◎ ろ 一
42.○ ◎ 口]◎ 一 一 一
4∫3.○ ◎ ム ユ(ζう ε塾1◎ 一 一
44.○ ◎10◎20◎2◎3-◎3
45.○ ◎10◎2◎3.○ ◎3◎4--
46.○ ◎1口1◎ ユ◎2-一 一
47.○ ◎10◎20◎3◎2◎3
48.○ ◎10◎ ユ ☆ ◎1◎2--
49.○ ◎ ユ ロユ◎2口2◎ ユ ー-
50.○ ◎1<>1◎2-一 一
51.○ ◎ ユ ロ1(§>2口2◎1-◎3
52.○ ◎[コ ユ◎ 一 一 一
53.○ ◎ ユ ○ ◎4◇ ユ◎ ユ◎4◎4◎ ユ
54.○ ◎ ユ 匚」ユ◎2-一 ◎2
55.○ ◎ ○ ◎()◎ ◎ ・ ◎
56.○ ◎1匚 」ユ◎2-一 一
57.○ ◎ ユ ム1◎2☆ ◎3-◎4
58.○ ◎1-一 ◎ ユ ◎2
59.○ ◎ ユ ε器3ユロ10◎3◎4◎4
60.(:)◎ ユ ◇:i◎ユ 馨1◎ ユ◎2◎3-◎1
61.○ ◎ 馨1◎ 蓼2◎ 一 ◎
62.○ ◎ エ ○ ◎ エ ム1◎2◎3--
63.○ ◎1ε 浄1◎2ε 簿 ユ◎3◎4-
64.○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 一 一
65.○ ◎ ユ 匚rユ◎2腎 ○ ◎2◎3-
66● ○ ◎ ユ[コ ユ◎ ユ◎2-一 一
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6 7.  Bat be  jummTi  teri dhaj 
6 8.  Bap na  mare  pidari beta  tira,ndaz 
6  9.  Barah  bat  atharah  paide  phira  hai 
7 0.  Basi  rahe  na  kutta.  khae 
 71.  Bur  ka  laddu  kliaega so  pactaega  our na  khaega so  pactaega 
7 2.  Rails  me  cingi  dal  jama  lo  dur  kharl 
7  3. Man  bhae  =Fifa  hilae 
7  4.  Mi  lagal  dorm  gawe  tai  batal 
7  5,  lab  se to  phut
7  6. Yah  muh au r  me  stir  ki  dal 
7  7.  Y.11  ko  rant  pyard  kanl  Ko  kana  pyara 
7 8.  lakT.1 ke  bal bandari  nace 
7  9,  Lahti  lagake  shahin-  rri  mil  gay--- 
 8  0. Shaikh  kya  jam, sabun  ka bhaw 
 81. Sab mile par langotiya na mile 
8 2. Siyana  kauwd  khata  hai 
8 3. Sau  sunar ki ek  lohar  ki 
8  4,  tratim  ki gor par  rat  znarta.  hai 
8  A_  Himayat  k3  gadhl  'iracti ko  rat  mare
上 の表によつて示され る数 字について考えてみよう.D.L,,H.K.,F.L.,相互陶の密接な
関係は当然予想 されるところであるが,注 目すべ きは表現 。形 態及び意味の両面にわた つてこれ ら
三形の間に も無視で きぬ差異 の存在することである.(対 応形 の有無そ のものは資料面での制約 に
ょり止むを得 ないのでここでは問題に しない.)そ の理由 としては,歴 史的な推移(12,51,56)
の ぼかに,地 域的な分布,方 言の影響(x)HとUと の語鬱の系統の相違をは じめとする文化的要素
の差遣(i1,ユ6,29,59,61)などが考え られよう.広 大 な地域 に行 なわれ,歴 史的 。文化的に
多様な構成 を有す る地域に共通語的機能を果た して きた言語だけに当然 ともいえよ う.地 域的香気
を 夫だ 残 し た も の が 存 して き 起 と に つ い て は 特 別 の 翻 を 鑞 と しな い だ ろ うユ油 意 す べ きは.
ヒン デ ィー 語 圏(地 域)の 拡 大 に 伴 な つ て こ の よ うな 状況 は 今 日 も継 続 して い る こ と で あ る ・
た と え ば,an群 矼tOrnaと い う イ デ ィオ ム の 用 法 に つNて もそ の 意 味 に つ い て は 多 様 な 解 訳
が あ り,ま た 実 際 に 随用 さ れ て い る.さ ら に はc?.riyaとい う頻 用 さ れ る 語 彙 に つNて さ え 各 辞 書 の
記 述 す る と こ ろ は 一 致 して い な い し,実 際 多 様 に 用 い ら れ て い る.ま た,ウ ル ド ゥー 語i用 圏 の 中
に お い て さ え6`eknurza'ovrbazarnurkapra、、く6G。つdc!othsOp9"aユ1todo。1^5'、に 近 い 意)
の よ うな 諺 で 分 布 地 の 地 域 的 差 異 を 示 す も の が あ る の で あ る.こ の こ とに つtoて はHやuの 標 準 化
が 遅 れ て い る と い う よ うな 判 断 もな さ れ よ うが,歴 史 的 な 背 景 に つ い て も考 慮 し な け れ ば な る ま い.
そ し て こ れ らはHやuの 標 準 化 の 過 程 に お い て そ れ ぞ れ を 豊 か に ま た 正 確 に す る 方 向 で 検 討 さ れ 解
決 さ れ る べ き課 題 で あ る.
1"D・痴 一 さ一L噸f・t",・ へ,by`Arid--uユー 即q;七 ・an・ユ・t・dbyP・ゆ ・B燭 ・・h・n
I)attぼtreyaKa.iFi⊃ihユav3,3rd3di+ion,Au・ran9且bδd,1935
2た と え ば,次 の よ うな 例 が み られ る 。
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67.○ ◎ ユ ○ ◎2-・ 一 一
68。 ○ ◎ ユ 韓1◎z'馨2◎3◎4@3◎2
69.○ ◎ ユ ム ユ(§身2-一 一
70.○ ◎ ユ ロ ユ◎2◎3ロ ユ◎2◎4-
71.(二)◎ ユ 〈〉ユ◎2<>2◎3-◎4
72.○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 一 一
73.(⊃ ◎1口1◎ ユ ○ ◎ ユ ◎2-
74.○ ◎1ロ ユ◎2匚 ∫ユロ2◎3-◎3
75.()◎ ロ ユ◎ 口1◎ 一 一
76.○(§)10口1◎20(ζ)1◎2◎2
77.○ ◎ ユ ○ ◎ £◎50◎3◎3◎4
78.○ ◎ ユ ○ ◎`〉 一 一 一
79.○ ◎1馨 ユ◎2☆ ◎2--
80.○ ◎10◎2-一 一
81.()◎ 一 一 一 一
82.○ ◎]「 コユ◎20(三)3-◎2
83.(二)◎1-△ 】◎2◎2◎2
84,0◎ ユ 蓉 ユ◎2☆ ◎2◎3--
85.()◎ 「:1ユ◎ 口2◎ 一 一
z前 半 ,後 半 そ れ ぞ れ 独 自 米2前 半 の み
maタシユki・.ara七(b3wuqOfa(カn二 》(P。133) ,mamunjijohar(ta`Ii;∋yahansik31iye
・ala,mc・ユ・ik㎝k・b・ 飢 ・i・t°llla,・k・rt・hai)(P.137),塾 ・i・i竺 ・ai・i醜 ・k・f・i・ehi
d乞ta(瑰e(γ ε山 亀(廴azaユitm.ng3tok〒jowahqafiユG.ivsamraユaga七3hai》(P.133),
bh。,1ユa.aharkapattharkha・《ya贓 ㎞ 芭nekiK。ici2五ahi)(F.150).k.law邑 ユeユaユ




4晦uコaviFiruz‐ud‐dir:,F'1T'Llu-llユ ー 加 些 ・t-Ur・ 瀛 」am…,・ 鞠 ・ロi七i。n∴励 ・ur,
1967






9囀 一・㎜ ・dB・firH・ ・a娩adi・i,Q寧 ぜ ・ユ 曲 §δ・,⊃ihユi.r_・dat・
10Vishva圃bh為rNatihKha,trユ(compユ.),HindiLokoktiKosh,Calcutta.,Vi.19組
11K.L.Sahaユ,Rajas†,1一.any.Kahawata-EkAdhyayan,Diユユi,1958
12P.A.及 びK.K.の 成 立 が 最 近 の も の で あ る の に 対 し,他 が い ず れ も90年 以 上 の 古 い 時
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期に編まれた ものであるので,口 誦文芸 として当然の ことなが ら歴史的な変遷に より他に 見られな
が らP,A.及びK.K.には 見られない諺があること も想定すべ きで あろ う.
23拙 論 「ガ ウリー ダツタの語黛 」(特 に註7を 参照)〔 印度学仏教学研究V。1)σaユユNq1
1974〕
次の説明の うちD.L.とF.L.の直訳及 び末尾の註が筆者の もので,他 の直訳及 び意味は原著
者 。原註者の解釈に よる.末 尾以外の註は原註による.『 』内に適宜邦語の諺 を参照 して説明を補
った。 〔訳 〕と 〔意 〕はそれぞれ 〔直訳 〕及び 〔意味 〕の略号である.
(1
⊃.L.AntYahaユ《∋k蕊bhala,antburyk2.bura
〔訳 〕 善 の 果 は 善,悪 の 果 は 悪.
〔意 〕 同 上.
『情 は 人 の た め な らず 』及 び 『人 を 呪 え ぱ 穴 二 つ 』
H.K.Antbur3kabura
〔訳 〕 悪 の 果 は 悪.
〔意 〕 悪 事 を 働 け ば 悪 い 結 果 を 享 け る もの 。
Antb}1aユekabhaユ3.
〔訳 〕 善 の 果 は 善.
L意 〕 善 行 を す れ ば 善 果 を 享 け る もの.
F.L.An七bu,rekabura,ar_+_bhalekabY:ala
〔意 〕 悪 の 果 は 悪,善 の 果 は 善.
K.K.恵 ・tb122ユekabhaユa(Camparan‐ユ)
(訳 〕 善 の 果 は 善.
〔意 〕 善 を 行 え ぱ 最 後 に 自 ら仕 合 せ に到 る も の,も し くは,善 の 果 は 善 な る も の.
P.A.Antbhaledabhala
〔訳 〕 良 い こ との 終 わ りは よN.
〔意)諸 々 の 困 難 に もか か わ ら ず 良 い こ と は 達 成 さ れ る.
註1H.K.で は 上 の よ うに 前 半 と 後 半 とが 別 個 に 用 い ら れ た も の し か 見 られ な い.
2K.K.に はD.K.の 後 半 の 句 は 見 られ な い.
(2)
D.L.Aユ1dhekijor^akaa1ユahb3ユi
(訳 〕 盲 人 く愚 者)の 妻 を 守 る の は 神 くア ッラー ).
(意 〕 愚 か 者 は だ れ か ら も 財 を か す め と ら れ る.
H.K.K.K.と も に 同 じ表 現 の もの は 見 ら れ なln.
F.Z.1).L.と 同 じ.
〔意 〕 自分 の 所 有 物 を し つか り守 れ ぬ 時 に こ の 諺 を 用 い る.
P.rA.AlldhedijorU,rabbrakhwaユa
〔訳 〕 盲 人(愚 者)の 妻(を)守 る の は 神
〔意 〕 自分 の 所 有 物 を 管 理 で き な い 入 に つNてNう.
註 ⊥H.K。 に 次 の 諺 が 見 られ る.
Aヱ1dhe}1盃khudahafi2:
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(訳)愚 者(盲 人)を 守 る の は 神(の み).
こ れ は 意 味 は 勿 論,表 現 ま でD.L.に 近 似 し て い る.
註2B.L.に は 次 の 諺 が あ る
王3urbakkem(∋hrarusahhk3bhaujai
〔訳 〕 愚 者 の 妻 は み な の 兄 嫁
〔意)夫 が 愚 か で あ れ ば み な か らな れ な れ し くさ れ る こ と.
こ れ は 夫 が 愚 者 と な っ てNる 点 は 同 一 で あ る が,そ れ 以 外 は(29)と 同 趣 で あ り,意
味 の上 か ら も(29)に 入 れ る の が 妥 当 で あ る.
註3ま たK.K.に は 次 の よ う な 諺 が 見 ら れ る.
ん・畆ar5ghar通3bhaisr三ya,n.itahriユθkedaurah。(Patna1)
〔訳 〕 め く らの 飼 つ て い る 水 牛 の 乳 が 出 る よ うに な れ ば 他 人 が 牛 乳 入 れ を 持 つ て 急 ぎ や つ
て くる.
(意 〕 愚 か 者 や 弱 い 者 は み な に:'も の に され る.
(3)
D.エ.麺 曲erinagaricaupa事raj
(訳 〕 暗 黒 の 街,荒 廃 せ る 国.
〔意)役 人 や 為 政 者 の 横 暴 に つNて い う.
H.K.趣dhernagariabujh周 琶;taksserxakritak3seri{圃δ
〔訳 〕 無 法 の 街 ・愚 昧 な 王.カ ク リー(き ゅ う りの 類)も カ ー ジ ャ ー(砂 糖 や バ タ ー を 用 い た 上
等 の 菓 子)も 同 じ く1セ ー ル(9百 グ ラ ム 強)が1ク カ 一ー(値 段).
〔意 〕 全 くの 無 法 。無 秩 序 に つ い て い う.
F。L.Andharxia,garicaupatr義ご躰ak・・εerbaji㌻ ・keserkhaj互
〔意 〕 無 法 な 役 人,暴 政,無 政 府 状 態,為 政 者 の 怠 慢 に よ り掠 奪 。混 乱 の 生 じ て い る と こ ろ.
K.K.And'^.arn・garlcaupatraja(Sa・・n-1)
〔訳 〕 街 に 無 法 は 王 愚 昧 な れ ば こ そ.
〔意)H.K.に 同 じ.
〔原 註 〕 こ の 諺 は あ る 物 語 に 基 い た もの で あ り,そ れ を題 材 に し てBharatarduparishcandra
が`An曲erNagariaと い う喜 劇 を 書 き,当 時 大 評 判 と な っ た.こ の 諺 は ビハ ー ル の 各 地 で 聞 か れ
る もの で あ る.ラ ー ジ ャxタ ー ニ ー で は こ れ は 次 の よ うに な る..
A(出ernagari,anbujhraja
㌻ε己(aiserbhaji㌻akaiserkhaja
上 に 揚 げ た も の は 中 途 ま で の もの で,本 来 次 の よ うに2行 の もの で あ る が,簡 潔 に い う た め しば し




〔訳)暗 黒 の 街,無 法 の 王(愚 昧 な王 に 無 法 の 街)
〔意)民 が 無 法 の 為 政 者 に 苦 し め られ て い る 時 に 用 い ら れ る.
註1H.K.に はF.L.と 同 じ もの が 挙 げ られ て い る.
上 記 の 異 形 を 比 べ て み る とD.L.の`caupatrajaは 意 味 上 はcaupatとrajと が 自然 な 形 で 結 合
し てNる.H.K.の 場 合 の よ うにrajで な くてra,jaであ れ ばwbujhも し くはa.Abujhのほ うが 無 理
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な く結びつ く.た だ し,2行 が脚韻 をふんでいることを考えれば,rajaがkrajaとの関係で選ばれ
よう.
註2Q,A.に は,次 の二形 槻 られ る.す なわち.紬 醺 ・aja・aupatn・g・弍`舳 ・
nagaricaupat癜ゴ 意味 としては,① 王 が無法 をはた らNた り,愚 昧であれば国はす ぐに亡び
る.② 為政者が臣 民の暮 らし向きを知 らなか つた りひどい不法を行 なつた り、正邪の区別をなさな
か つた りす る時に評す る,と 説明されている,
(4)
D.L,Andhomskanaraja
(訳 〕 盲人の中では片 目は王様.
〔意)わ ずかばか りの学問があるだけで無 学な者の中で威張 っている者 を評 してNう.同 様に弱
点が 自分 よりも多い人の中にいる者について もい う.
『鳥な き里 のこうもり』
H.K.P.L.に 同じ.




(意)① 愚者の中では少し知恵のある者が敬 まわれるのや②少し知恵 のある者が愚者の集 りで得




註lK.K,はCン ドスターニーではな くビハ ー リー語形 を示 してい る・
(5)
D.L.Apn3galamekuttabhish3rhai
〔訳 〕 自分 のすんでいる路地では犬 も虎の ように(強 く〉なる・









(訳)① ② わ が 家 の 戸 口 で は 犬 は 虎(の よ う)
⑤ わ が 家 の杭 に つ な が れ て い る 時 の 犬 は(虎 の よ うに)強 い
〔意 〕 家 の 中 で は 高 言 す る が,家 の 外 に 出 れ ば す っか り意 気 地 が な くな る こ と.厂 内 弁 慶 」
P.A.Aplユユaali°vackuttabhishyrrunda.ha1
(訳)⊃.L.に 同 じ,
〔意 〕 人 は み な 内 で は 強 が った り威 張 つ た りす る も の だ.
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註1ほ ぼ 同 じ語 句 を 用 い た 表 現 で あ りな が ら,意 味 上 の 重 点 の 麗 き方 はD.L.とH.K.,F.L.,
K.K.と で は 異 な つ て い る.す な わ ち,前 者 で は庇 護 。後 楯 に 重 点 が あ るの に 対 し,後 者 で は 「内 」





〔訳)目 に 入 ら ざ れ ば 山 も 見 え ず.
(意 〕 人 は 目 の 前 に い る 間 し か 気 に か け て くれ ぬ もの.
『去 る もの は 日 日 に 疎 し 』
F.エ.H.K.に 同 じ.
〔訳 〕 目 に 入 ら ね ば 山 の か げ(に あ る に 等 しい).
〔意 〕 目 の 前 に な け れ ば 側 に あ ろ う と も 離 れ た と こ ろ に あ る の と 同 じ.
K.K.な し
P.A.Akkhotihユe,pつhε}°uhユe(Ak泌ouhユe,pa3bharoユe)
〔訳 〕 目 を お・わ わ れ れ ば 山 に お お・わ れ た も同 然(目 をお 齢 わ れ れ ば 穀 物 入 れ に 入 つた も同 然).
〔意 〕 知 人 と 合 わ ぬ こ と.
註1H.K.とF.L.と は 同 一 で は なNが 近 い 関 係 に あ る.し か し,D.L.は い ず れ と も全 く
異 な る 事 象 を 述 べ た もの で あ る.
註2D,L。 は(4b)と 表 現 上 は 近 い が,H.K.及 びF.L,の 末 尾 に 見 られ る 。jhaユを 持 た な
い.
註3K.K.に はH.K.に ほ ぼ 似 通 つ た 意 味 の 次 の よ う な 諺 が あ る が,表 現 面 で はD.L.や




(訳 〕 見 え な くな る と気 が つ か ぬ よ う に な る.
(意 〕 目 の 前 に あ つ て こ そ 思 い や りの 気 持 が わ く もの.
註4H.L.K.に もH.K.と 同 じ も の が 冤 られ る が 、 意 味 は 「 目 の 前 に な に か を さ し 出 せ ば
山 さ え も 見え な くな る 」 と あ る の み で,用 法 の 説 明 は 十 分 で な い.
註5P.A.の 説 明 は 不 十 分 で あ る が,用 例 を 見れ ば,H.K.と 同 義 の よ うに 思 わ れ る.




(訳 〕 め く ら の くせ に 名 は ナ イ ン ヌ ク(「 見 る 楽 し み 」が 字 義,ほ か に モ ヌ リン,花 の 名 や 盲 人
の 異 名 で も あ る.)
〔意 〕 主 張 と 実 際 の 相 違 す る こ と.
H.K.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 名 と 実 の 相 反 す る こ と.
F.L.D.Z.に 同 じ 。nainsukhがshaLShr。shanにな る 塲 合 もあ る.
(意 〕 ① 名 称 や 説 明 が 当 を得 て な い こ と.
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② 知 つ た か ぶ り をす る こ と,
K,K,Akhkaandhanamnayansukh(Shahabad‐2,Saran--i
〔意 〕 実 際 が 名 に 反 し て い る場 合 に 皮 肉 つ て い う.
〔原 註 〕nayanasukh-一目 の よい 人,目 を 楽 し ま せ る も の.
P.A。Akkhatoa齟,七enavain‐ ・ukh(且五rb上踰.r弖)
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
(意 〕 一 文 な し の くせ に 大 法 螺 を ふ く こ と.
註 ユK.K.のa,khkaand慮 に 澄 け るkaはBho,jpuriの属 格 形 で は な く,ヒ ン ドヌ タ ー ニ ー
の もの で あ る.な お・,K.K.に 挙 げ ら れ て い る 異 形A㎞k3surnamkamalnayan(Patna‐1)「め
く ら の くせ に カ マ ル ナ ヤ ン 〔蓮 弁 の 如 き う る わ し い 目)と は 」に 関 連 して 示 さ れ て い る と こ ろ で は
akhok3andha...であ る.
註2F.L.のnainsukhとshaikr.roshanと の 関 係 は(59)のmuhamma,dfa2iユとvidyadha.r
との そ れ に 通 じ る も の で あ り,同 種 の 差 異 の もの は 他 に も例 を 見娼 す こ と が で き る.
註3K.K.に は さ らに 同 義 の 諺 で 次 の もの が 見 ら れ る.`Kanok3癒wkamalnayan、
(Sh5五abad-2)
(訳 〕 め つ か ち の(く せ に)名 は カ マ ラ ナ ヤ ン 〈蓮 の 眼)と は.
註4P.A.の 用 法 はD.Z.やH.K.の 用 法 の 特 殊 化 さ れ た もの で あ る 。
(8)
D.工」.Aglagtejhoprajonikalasolao
〔訳)火 事 に な っ た ら な ん で あ れ 取 出 せ る もの を 持 っ て こ い.
〔意)ペ ル シ ア 語 で`Azkhiras瞰'ebasast'
厂相 手 が 熊 な ら 毛 が 取 れ れ ば も うけ もの 」 を 用 い る と こ ろ.
H.lmo,AglatTt3jhoprajonikalasolath
〔訳)火 事 に な つ た ら な に で あ れ 取 出 せ る もの が あ れ ば も うけ も の.




〔訳 〕 〔意)H.K.に 同 じ.
P.A.な し.
註1F.L.に は ユaganta.jhopraがlagan七Itijhopriとな る 異 形 が あ る が,意 味 に は 変 り は な
い.
註2HaimayPerslan-EnglishProvsrbs(P.23)によ れ ば,`Azkhiras血u`aの 形 で 出
て 診 り,c.f..七heE.66Fr。mabadpaymastθrgetwhatyoueaヱ3とあ り,khiras(熊)は 吝 嗇
を 擬 人 化 し た もの と 説 明 さ れ てNる,ま た,saiyadmas6udHa,sanRizmi,FarnanF;‐‐Arrisax,
Lakhnau,1958には,sA3khiras逡 頭`3basa」t'の形 で 出 て お・り,「 熊(が 相 手)な ら 毛 一 本 で
も十 分.す な わ ち,無 法 者 と か 有 力 者,あ るNは,な に 一 つ 期 待 で きぬ よ うな 人 か ら な らば,な ん
で あ れ も らえ る も の が あ れ ば 有 難 い こ と と思 うべ し 」 と 説 明 さ れ て い る.こ の よ うに ペ ル シ ア 語 の





〔訳 〕 全 身 これ 栗 毛 馬(非 の うち どこ ろ の な い 栗 毛 馬).
(意 〕 熟 達 者.
H.K.D.L.に 同 じ.
〔意)全 く狡 猾 な 人.
〔原 註)Ktunmaitと は 栗 毛 馬 の こ と で あ る.こ の 種 の馬 は とて も敏 捷 で 速 く走 る も の と さ れ て い
る.
F.エ.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 狡 猾 な 人,悪 辣 な 人.
K.K.,P.A.な し
註1こ れ は 諺 とNう よ り イ デ ィオ ム と 呼 ぶ べ き もの で あ る 。H.M.に は 「気 の 利 い た,抜 け
目 の な い 」の 意 と し て 挙 げ ら れ て い る.
註1JHindiShabdSagar(2は,athの項 と ㎞ ㎜etの 項 と に,こ の 諺 の 説 明 が 見 ら れ る が,
前 者 に は(ユ)全能 の(2>抜目 の な い(3)いか さ ま の,と い つ た3つ の 意 が 述 べ ら れ て お・り,後 者 に は 「全
く抜 目 の な い 」の み が 記 さ れ て い る.ま た,晦nakHindfKoshに は 「 甚 だ 狡 猾 な,全 くの い か さ
ま 師 」 と の 説 明 が な さ れ てNる.
註3F.L.で は 諺(masaユ)に 分 類 さ れ て い る.
註4H.L.K.に も 「甚 だ 狡 猾 な人 に つ い て い う 」 と あ る.
(lo)
1).L.Adh3murghiadh三bater
〔訳)に わ と り半 分 うず ら半 分.
〔意 〕 何 事 に つ け て も二 種 の(対 立 的 な)も の を 併 用 す る 人(言 葉 。作 法 。信 仰 な ど).
H.K.① 互αbi㎜ ・g}丘adhabatar,②A(洫5titaradhaba㌻er
〔訳 〕 ② し ゃ こ 半 分 う ず ら半 分.
〔意 〕 ④ 不 釣 合 い な も の,ち ぐは ぐな もの.⑤ 幾 つ か の 言 葉 が 入 り混 っ た もの.
F.L.H.K.の ② に 同 じ .
(意 〕 ④ 不 釣 合 い な もの.⑤ 不 手 際,不 体 裁.
K.K,H.K.① と同 じ(P・tna‐1,甑n藤 ・ r-1),H.K.(銑 同じ(Shahabad‐)
(意 〕 中 途 半 端 な こ と を す る こ と(を 皮 肉 つて い う)
P.A。Addh互 七i七tar,_..hater,
〔訳 〕H.K.② と 同 じ.
〔意 〕 一 つ の こ と に 熟 達 せ ず い つ ま で も落 着 か ぬ こ と を い う.
註1ba斡rは 女 性 名 詞 な の で これ を 修 飾 す る の で あ れ ば,a(洫 δで は な くadl:iでな け れ ば な
ら ぬ が,D.エ.を 除 き 他 は す べ てadhaと な つ て い る.H.K.の ② はad垣 が 対 を な して い て,名 詞
的 に 機 能 し て い る と 考 え れ は,読 明 が つ くが,H.K.の ① は 説 明 が つ か な い.
註2と こ ろ が,パ ン ジ ャ ー ブ語 で はb帥erは 男 。女 の 両 性 に 用 い ら れ た こ と が あ る の で(L.
Jarviar,Dictionaryofthapunjabi工anguage,1854,Rsprint,patiaユaLudhiana,1970),
こ の 間題 は 解 決 さ れ よ う.




〔訳 〕 旦 那 自身 乞 食(同 然)の 身 で あ り な が ら戸 口 に 托 針 僧 が 立 つ.
〔意 〕 自 ら無 一 文 で あ り な が ら人 に 施 す もの が あ ろ う も の か.
瓦K≧Aphimiyamangat3baharkharadarvesh
(訳)D.L.に 同 じ.




(意)力 の な い 者 が 力 の あ る よ うに 見せ か け る こ と を皮 肉 つて い う.
P.A.Apmiamangatsb翫arkharsciaryssh
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 自 ら貧 し い くせ に 入 を 助 け る ふ り を す る こ と に つ い てNう.
註1こ れ らの 間 に は 相 互 に 一,二 の 語 句 の 差 異 が 見1∫{され る が,起 原 的 に は 同 一 の も の と 考
え られ る.し か し,意 味 上 はD.Z.及 びH.K.とK.K.及 びY.A・ ど で は 重 点 の 置 き方 が 異 な つ
て い る.
註2嫡K.K.と 同 趣 の も の が 次 の よ うにH汎 及 びF.L.靦 られ る."A・m傘
sub2dar跏ar命bユ帆..,jwokst血a避(旦那 は 知 事{ヌ ーべ一ダ ルー),妻 は か ま どで た き ぎ くべ 一
家 の 中 は 火 の 車 で あ りな が ら うわ べ は 派 手 に 振 舞 う こ と 〉
(12)
D.L.Issakyahaciユkishahjahanki瞬hib・rltrllyU励 ・鵬gi・ki?
(訳)あ ご ひ げ は シ ヤ ー ジ ヤハ ー ン(皇 帝)の 儼 う が 長 か っ た か ア ー ラム ギ ー ル(皇 帝)の ほ う
が 長 か った と い つ て 何 に な る.
〔意 〕 馬 鹿 げ た こ と を 論 じて も得 る もの は な い.
H,K.Shersh黏bk工d菖rhユbarsyasaユirnドh百hF1?
〔訳)シ エー/Lシ ヤー の あ ご ひ げ が 長 か つた か サ リ〒 ム シ ヤ ー の ほ うが 長 か つ た か ・
(意 〕 馬 鹿 げ た こ と に つ い て 口 論 す る こ と.
F.L.,K.K.,P.A.な し 。
註1直 截 簡 明 な 表 現 で あ る がs歴 史 上 の 人 物 がr±;てき て い る せ い か 分 布 も限 られ,寿 命 も短
か つ た よ う で あ る.
註2な お・,シ ヤ ー ジ ヤハ ー ンは 老 後 に ア ー ラ ム ギ ー ル(ア ウ ラ ン ジ ー プ)に 苦 し め ら れ た が
そ れ に 関 連 して 次 の よ うな 諍 がH.K.に 記 録 さ れ て い る.``$h証Ta慮n・ ・財he。babaユmachar3,
㎞ ・…pi・ebip・astpari(シヤ ー ジ ・ノ・一 ン老 い た れ ば,杖 を頼 る ・安 楽 嫌 ら し に 厄 い 来 た る)
註3H.K.の シ エー ル シ ャ ー は ア フ ガ ン系x一 ル 朝 の シ エー ル ハ ー ン王 廴在 位1538-45),
サ リー ム シ ヤー とは ム ガ ル 朝 第 四 代Jahan?3r(161?,5-27)のこ と と 考 え られ る.
註4こ の 纐 の 人 名 と し て は"Al・ ㎎i・sani,・。加 ・g・・.齣・F・pan・"(アー ラ ム ギ ー ・・
皿世 《 ム ガ ル 朝 第14代,1754-59)の 御 代,か ま ど に 火 な く,水 が め に 水 な し)と か``Ji(洫ar
maula,u(洫arasaf-ud-daulaas(アー サ フ ウ ツ ド ウ ラ ー 《ア ワ ドの ナ ワ ー プ 》 も主 の 望 ま れ る
方 へ 一 喜 捨 に 励 ん だ ア ー サ フ ー ウ ツ ドウ ラ ー で さ え 神 に さ か ら うこ とは で きな か っ た 》な ど が




〔訳 〕 立 派 な 構 え の 店,風 味 の な い 料 理
(意 〕 贈 物 を せ ぬ 金 持,口 ぎ た な い 学 者,作 品 は 味 気 な い 高 名 な 詩 人,そ の 他 有 名 で は あ る が 風
格 の な い 人.
H,K.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 有 名 な 人 な の に 働 きは わ ず か.
F。L.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 実 体 が 名 声 に 反 し て い る こ と.有 名 な の に 正 体 は 賤 し い こ と.
K.K.Ucdukankap}iikapaktivan(Saran‐1,Sh'ahabad‐2,Patna‐1,Camp邑ran)
(意 〕 有 名 な家 柄 や 有 名 な 人 は 名 ば か りで 大 し た こ と は し な い.
P,A,Uc3dukanisphikkapakwan
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 名 が 高 い の に 実 質 に欠 け る もの を い う.
註1K.K.に は 属 格k3が 使 用 さ れ て い る が,意 味 上 はD.L.,H.K.と7zら な い.
註2い ず れ も 『名 物 に うま い もの な し 』の 意 を 含 ん で い る.す な わ ち,必 ず し も名 に 実 の 伴
わ ぬ こ と.
註3た だ し,H.L.K.は 厂内 容 が な く,尾 か け ば か りの もの 」 と や や 限 定 さ れ た 意 味 を の
べ て い る.
(14)
D.L.Iltpaharkanicaatah.aitoapkosamajhtahai
〔訳 〕 山 の ふ も と に きて み て 駱 駝 は 自分 の背 丈 を 知 る もの.
〔意)自 惚 れ 深 い 人 は 自 分 よ り勝 れ た 人 に 出 会 つ て 始 め て 自 分 の 力 を 知 る もの 。
H.K.Utj・b・ ・k画r・ ・ 勲 ・盆 」五・石,・・ctakhijantesh・i`rtrajhs3u・ak。h㎡
〔訳 〕 駱 駝 は 山 の ふ も と に 行 くま で 「 自分 が 一 番 背 が 高 い 」 と 思 つて い る.
(意 〕D.L.に 同 じ.
F.L。Utja.btakpahark3ricena.as購eseucaKl・ik。nahijante
〔訳)H.K.に 同 じ.
〔意 〕 だ れ し も 自 分 以 上 の 人 に 接 し て は じ め て 自 分 の 力 量 を 正 し く認 識 す る も の ・
K.K.恥k・a脚 論ik・g・yanpahartarg・1・ap・・ 面haユa(Sha:habad‐2)
(訳 〕 駱 駝 は 山 の ふ も とへ 行 って 於 の れ の 背 丈 を 知 る も の.
〔意)F.L.に 同 じ.
P.A.な し.
註1D.L.及 びH.K.に 齢 い て は 「 自惚 れ 深 い 人 」 が 知 る の で あ る が,F・L・ 及 びK・K,で
は 「人 間 だ れ し も 」 に な つて い る.





(訳 〕 知前 も幾 日か革銭 を通用させた.




〔意 〕 と て も安 つぼ い もの.
(原 註 〕 聊a㎜dZt.,.ghlakが1330年に 金 銀 が 不 足 し た た め代 り に 銅 貨 を 発 行 し た 。 こ の 諺 は
こ の 話 と関 連 が あ る.
F.L.H.K.に 同 じ.
〔意 〕 安 価 に 手 に入 る もの.
〔原 註 〕NizamSagga,(Bゴhishtのが フ マ ー ユ ー ン王 の 命 を 救 っ た 礼 に 短 時 日王 位 に つ き 同 王 の 許
可 を 得 て 革 に金 片 を打 つて 発 行 し た 貨 幣.
K.K.,P.A.な し.
註 ⊥ こ れ はCap::kedamcaユanaとい う イ デ ィ オ ム に 基 い た もの で あ り,諺 と い う よ り イ デ
ィ オ ム と い うべ き で あ ろ う.
註2CamK3damは(ム ガ ル 朝)フ マ ー 昌 一 ン帝 の 御 代Binishti(散水 夫>Plizamが三 日 天
下 を と っ た 際 発 行 し た 革 銭 の こ と.(Platts,)Pla七isはこ の イ デ ィオ ム の 意 味 を 「は か な い 権 力
を 濫 用 す る こ と 」 と し て い る.し た が つてD.L.の 説 明 と 同 義 で あ る.
註3H.M.瓦 に よ れ ぼ こ れ は ① 無 法 を働 くこ と,② 大 儲 け をす る こ と.
註4HindiShabdSagarに は 散 水 夫Nizamが溺 れ か け た フ マ ー ユ ー ン王 を 救 い,そ の 礼 に
半 日 間,王 位 に つ い た.そ の 際,発 行 し た の が 革 銭 で あ る,と 説 明 して い る.ま た,イ デ ィオ ム と
し てCamrekadamcaユanaとは 厂権 力 に ま か せ て 行 う こ と,無 法 な 振 舞 い 」 と 述 べ られ て い る.
(16)
D.工」.Kakrikecorkogardannahimarts
〔訳)カ ク リー(き ゆ う り に 似 た う り科 の 植 物 及 び そ の 実)盗 人 の 首 は 刎 ね ぬ も の ・
〔意 〕 人 の う つ か り し た 過 ち を きび し く と が め て は な ら ぬ.
H.K。Kakr3】くecork3gardannaY3marts
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
(意)大 し た 悪 事 で もなNの に 厳 罰 に 処 し て は な ら ぬ.
F.L.Ka.kr3kec。rk。gard跏na匝marta




〔訳 〕 ① カ ク リー 盗 人 に は 耳 ひ ね り で 十 二 分.
② カ ク リー 盗 人 に 足蹴 や げ ん こ つ は ひ ど す ぎ る.
〔意 〕 過 ち の 程 度 に 応 じて 罰 す べ き だ.
P.A.な し.
註1D.エ.とH.K.と で はk。 とkiと が 違 う が,こ の 種 の 相 違 は ヒ ンデ ィー と ワル ド ウー に
は し ば しば 見 られ る と こ ろ で あ る.




〔訳)に が う り(つ る れ い し)は6zが う りで も(に が み の あ る)ニ ー ム の 木 に 巻 きつ い た も の.
〔意 〕 品 性下 劣 の 者 が 富 を 得 る こ と.
H.K.Ekt。kare温xarvva,,(海srenimcarha
34
〔訳)も と も と(に がN)つ る れ い し な の に お・ま け に ニ ー ム の 木 に 這 つ た と きて い る.
〔意 〕 賤 し い 者 が 悪 い 仲 間 に 入 り,に わ か に 出 世 し て 一 段 と悪 くな る こ と 。
F●L.Kareユaaurnimcarha




〔意 〕 も と も と悪 い 上 に 悪 い 仲 間 に 入 る こ と 。
P,A,Kar;;lakaura.,uhviadhrijjhia
〔訳 〕 に が い に が う り,お ま け に 半 煮 え
〔意)以 前 か ら困 難 の あ っ た と こ ろ へ さ ら に 支 障 の 生 じ る こ と.
註1い わ ば,H.K.で の 用 法 はD.L.及 び 民Kの 用 法 を あ わ せ た もの で あ る.
註2D.L.は 表 現 上,H.K.やK.K.の 簡 略 形 と い う こ と に な る.
註3P.A.の 意 味 は 他 に 比 べ る と 甚 だ 特 殊 化 してNる.
(18>
D.L.aaz3jitumkVOdublehO(?)Shaharkeand3sh3S3
(訳 〕 「 プ・一 ジ ー(法 官)さ ん,な ん で痩 せ て ご ざ る,」 厂街 の 心 配 事 で.」
〔意 〕 尾 当 は ず れ の 悩 み や 心 配 事 に陥 る こ と.
『杷 憂 』
H。K.Qaz3J=dublakyo?ShaharkeandashaS9
〔意 〕 他 人 の こ と を 余 計 に 心 配 す る こ と 。
F.L.(凄 亊ljiky。dub1・?Shaharke',nd・snase}
〔意 〕 わ け もな く他 人 の こ と で 心 配 に ふ け る こ と.
K.K.陶 工.,Jldubar融e(?)S舩rk3an3sase(Shahabad‐2,Saran--」.Camparan‐1)
〔意 〕 無 駄 な 心 配 を す る こ と.
P。A.K蕊 」Σnushahirdajhera
〔訳 〕 カ ー ジ ー は 町 の こ と が 心 配 。
〔意)自 分 の 任 務 は 澄 う そ か に し て 他 人 の こ と を 心 配 す る こ と.
註 ⊥K.K.は 珪 。,jpux,3の表 現 に な って い る が.音 韻 面 の み で,語 兪 ・語 句 の 面 で は 他 と
同 じ.
註2意 味 の 上 で は,厳 密 に は,D.L.とK.K.及 びH.K.とF.L.と の 二 つ に 区 別 す べ




〔訳 〕 め つ か ち の 馬 に 間 抜 け な 馬 丁.
(意 〕 全 くの 無 一 文.素 寒 貧.
H,K.エ).L.に 同 じ.
〔訳 〕 め つか ち の 馬 に 間 抜 け な 馬 丁,い ず れ も負 け ず 劣 らず.
〔意)器 具 や 道 具 類 が 不 揃 い で あ つ た り,欠 け て い た りす る こ と.
F.エ.D.エ.に 同 じ.
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〔意 〕 欠けたりつぶれた りして不揃いの道具類.
K.K.な し.
P.A.な し.
註lD.L.の 用法 とH.K.及びF.L.の用法 との問にはほとん ど関連の見出されなNほ どの
隔た りがある.
註2Kanaに は1片 目(の)」 以外に 厂愚かな 」の意 もあるので 團痴 はbuddhuと重な った
効果 もあげているわけである.
註3H.L.K.は 用法 を,厂 いつ も道具類が不揃いの人を評す る際に 」と説明している.
(2◎)
D.L.Kaれec。tkanaudaわhe㌻
〔訳 〕 片 目,怪 我,避 けたい人には 出 くわす もの・
〔意 〕 この諺は,憤 りを感 じてい る相 手とか会いた くない人 とか,あ る時刻に ある方角へ 出かけ
ることを知 られた くない人に偶然出 くわした際 に用い られる.
H.K.1〕u.kh七ecot,kanaurebhe㌻
(訳 〕 怪我を した上 に片 目に出 くわした.
〔意 〕 避けたN人 には出会 うもの.
F.L.,K.K.,PゼA.なし.
註1片 目の入 と出かける途中でll{会えば不吉の兆 とす る俗 信がある.
註2、.,.P・ 。t。はそのウ・Lドa‐・匕ンデ ・一 英諮 書に この讚 記録 している・「
いやな事やいやな人は避け られぬ もの.」
註3H.K.の 直訳は編者 にょるが,こ の ような解釈 にはfが ある.
X21)
⊃.L.躍 ヒiya諮興ph・r・ahah・i
〔訳)ク リヤー(素 焼の碗)の 中で黒砂糖 を砕いてい る.
〔意 〕 全 く科密裡になにかをすること,ζうるいは,内 緒話をす ること・
Ii.K.回 町 δ愈9璽 ・謚 ノph・噸
〔訳 〕 ク リヤーの中では黒砂糖は砕けない.
(意、〕 大仕事は内密にはで きぬ もの.
F.L.回hiya鳶 鰐 ・h。iah3priut七ahai
〔訳 〕 ク リヤーの中では黒砂糖はめつたに砕けない 。
〔意 〕 ③悪事は どソして も人 に知れてしま うもの.
⑤秘密は どうして も洩れてしま うもの.
K.K,,P.A.なし.
註1D.L.とH.K.及 びF.L.とでは肯定表現 とで,意 味 に も相違点がある.
註:2`Kvユhiya諮gurphorlla.aaはイデ ィオムで,「 大仕事を小人数です ること;不 可能な
ことを試みる こと 、内緒で蘇 かをす ること」(・・・…)の 意を持つ とされ るが・F・L・でも①
内緒です ること②不磯 なことを試み ること,と してやは リィデ 材 ムとされている・H・K・では
ph。m、の か籾 に,・願 儻 る,つ くる)が 艤 とされ,次 の三つ臆 味に用い られている・①
尿 かを人に全 く気づかれさえせずにすること.②わずかなものを支えに甚歓 きなことをするこ
と.③ わずかな人に大仕事 をさせ ること.(H.耶.)の 意 とされ る・これ もイデ ィオム撫 で
ある.
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註3こ の よ うに 見 て く る と,ク リヤ ー が 割 れ や す い もの で あ る の で,⊃.エ.の 意 味 に 限 定 す
る 嗣 法 は 不 自然 で あ り,H.K.やP'.L.の 意 味 に 用 い る の が 本 来 的 で あ ろ う.
f22)
D.1,.Korhmakhaj
〔訳 〕 らい 病 の 上 に かNせ ん(に 罹 っ た).
〔意 〕 難 題 の 上 に 難 題 が の し か か る こ と.
『泣 き 面 に 蜂 』
H.K.エ).L.に 同 じ.
〔意 〕D.L.に 同 じ.
F.L.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 ⊃.L.に 同 じ.
K.K.,P.A.な し.
註1F.L.は 次 の よ うな 異 形 を あ げ て い る.skt。k。rhusper㎞uj五aur`azab-i-
」勧(一 つ に は ら い,そ の 上 か い せ ん,さ ら に は 死 の 苦 しみ)
(23)
D.エ.Kyada・ 巳zi・・akαckyamugam
〔訳 〕 仕 立 屋 に 旅 も逗 留 もあ る もの か.(内 も外 もな い)
〔意 〕 貧 乏 人 は い つ ど こへ 行 くに も仕 度 の 手 陶 は か か らぬ も の.
H.K。kyδ(二arzik蕊kch,上守蕊muq5m(?ノ
(訳 〕 仕 立 屋 の 持 物 が あ ろ う か,宿 が あ ろ うか.
〔意 〕 職 業 柄 歩 き 回 る 人 の こ と.
(原 註 〕 こ れ は ミ シ ン が 発 明 さ れ ず,仕 立 屋 が 得 意 先 に 行 つ て 縫 物 を し て い た 頃 の こ と で あ る.
大 抵,針 と 糸 を 持 っ て 村 か ら村 へ と 歩 き回 つて い た.
r。L.D.L.に 同 じ 。
〔意 〕 ⑤ 独 り者 は 家 に い よ う が 外 に い よ う が 特 別 困 る こ と は な い.
⑤ 一 文 無 しに は 旅 装 を 整 え る 煩 し さ は な い.
K.K。,P.A.な し.
註1D.Z.のk比 の ほ うがH.K.の ㎞ 鋤 よ り も本 来 的 で 自然 な も の と 考 え られ る.`kiic‐
m::.qama「行 進 と休 止 」 とい う表 現 が あ る こ とか ら もirucのほ う を 原 形 と認 め て よ い だ ろ う.
註2仕 立 屋 と い うの は 貧 乏 人 の 代 名 詞 と 考 え て よ い の か?K.K.に は 次 の こ と わ ざ が あ る.
⊃arjik・Y1:LGjibユej抽tabユeS13(Ca症「 ran-1)仕立 屋 の 息 子 は 死 ぬ ま で 縫 い もの(貧 乏 人
の 息 子 は 生 涯 働 か ね ば;',ぬ.)
(24)
D.L.Eryanandnahayegi≧yゑ筑icoregi
〔訳 〕 裸 で 水 浴 び して な に を しほ ろ う(か 〉.
艇〔意 〕 貧 乏 人 は 無 力 な も の
,
H.K.1).L.62二1司じ.
〔意 〕 一 文 無 し は 自分 の もの も 他 人 の も の も買 う金 持 た ぬ.(ど う し よ う もな い)
r.L.①D.L.に 同 じ.② ぬngiky-a・ユah熱9ユ幻 訌n?_c。regi




〔訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意)貧 しい人や無力な人は他人 を手助けすることがで きぬ 。
註1こ れは動詞が女性形 であることか ら省かれている主語 は女性 であることがわかる.池 や
川,あ るいは,人 目につかぬ ところで も全裸にな らず沐浴す る風習 を背景にで きた諺である.し た
が って,こ こでは衣服 らしN衣 服 を身につけず丸裸同然の身であれば,沐 浴後しぼ るもの もない,
との意.c`Na㎎試nacapha幹幻・a沁bて着物 もない男が踊 つて も破れ るものはない)と い う諺 もあ
る.
註2ユ ・aエ19了には装 身具 を持たぬ(貧 しい)女 の意 もあるが,水 浴 びとの関速では次の諺 も参.
考になろ う.``Nan轟heghatr。㎞.nahawenanaha・・3de、(裸の女が沐浴場に立 ちはだかった.
自分 も水を浴びず人に も浴びさせず.)
註3H.L.K.に は 「.,し は 自分が食べ ることも人に食べ させることもで きぬ 」との説
明がなされている.
註41'.A.は 同趣の諺 として次の もの も記 している.Kiridd3tokipiddエdash。rba
〔山雀(の 肉)も なNの に山雀汁がつ くれよ うか 〕
(25)'
D.L.Kharimazdu.ricokhakam
〔訳 〕 よい 手 間 賃 多 く の 仕 事.
〔意 〕 よ い 労 賃 を 払 い 大 い に 働 か せ る こ と.
〔原 註 〕 今 日 で はKhariの か わ りにKhariを用 い る.
H,K,Kharimajuricokhaka.m
〔訳 〕 高 い 手 間 賃,立 派 なlf{来.
〔意 〕 高 給 を 払 え ぱ 出 来 映 え よ し.
F.L.hharimazduxicokhakam
〔訳 〕、 現 金 払 え ぱ よN仕 事.
〔意)労 賃 を 現 金 で 払 え ぱ 紐 来 上 り も よ く仕 事 も早 い.
K.K.Kharmaj種・ユcokhaka,m(Patna‐⊥)
〔意 〕H.K.に 同 じ.
P,A,Kharimajuricokhakamm
(意)よ い 手 間 賃 を払 え ぱ 仕 事 の'ij来も 多 い.
註1今 日,地 方 的 な 用 法 を 除 け ば,D.L.の よ う にc・泌 飽 「多 く 」の 意 に 用 い る こ と は な い.
「鋭 い,勝 れ た.立 派 な 」な ど の 意 に 用 い られ る の が 普 通 で,F.エ.の 意 に も一 般 に は 用 い ら れ な六.
註2Khara.Kharaが 厂多 い 」意 に 用 い ら れ る の は 多 く古 い 用 法 に 見 られ る と こ ろ で あ る.
註3H(indi)S(habd)S(afar)に はF.L.の よ う にKharaが 「現 金 の 」意 に 用 い られ た 例
と し て,こ の 諺 が 挙 げ ら れ て い る.(Rata】㎜劭h`sarshar、覧,Flsana‐3‐Aza.d)
(26)
D.L.,一.,Khanapinegath_ka,ni・i…am`・・aik
〔訳 〕 飲 み 食 い は 自 前,挨 拶 だ け.
〔意 〕 偉 い 人 が そ つ け な くぞ ん ざ い な 答 礼 を す る こ と.
・1
H.K.Khanapingbathkanirisalam`alak
(意)慇 懃無 礼 な こ と.
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F.L.,K.K.,P.A.な し.
註1D.L.とH.K.の 意 味 の へ だ た 摯は 大 き い...,Bath}ca,は「手 元,手 元 金,懐 中 」ほ ど の
意 に 解 す る の が 妥 当 で あ る.
註2Khanapina,に は 「飲 食 」及 び 「飲 食 代 」の 意 が あ る の で,全 体 と し て はD.L.の よ う
に 解 す る の が 適 当 か と思 わ れ る が,今 一 つ 明 確 で は な い.
(27)
D.L.Kheユnajan3㎜r些1ka,ur互neユakabaz
(訳 〕 に わ と りの 遊 び を 知 らず た か を 飛 ば せ 始 め た.
〔意 〕 能 力 以 上 の こ と を し よ う とす る 人 を 皮 肉 つて い う.
H.K。Kheユnajany㎜r數 三ka,,uran31avabaz
(意 〕 や さ しNこ と もわ き ま え ず 難 し い こ と を や ろ う とす る こ と.
F.Z.,P.A.な し.
K.K.に はH.K.の 引 用 が み ら れ る の み.
註1に わ と りの 遊 び と は 闘 鶏 の こ と,た か を 飛 ば せ る とは 鷹 狩 りの こ と.
(28)
D.工亅.Gadhakyajanyzafaran}二iqad,r
〔訳 〕 ろ ば に サ フ ラン の 値 打 ち が わ か ろ う も の か.
〔意 〕`Shaikhk調jan::sa.burk灘擁6べ と同 じ(→(80)).
H.K.Gadhekozaaren
〔訳 〕 ろ ば に サ フ ラ ン.
〔意 〕`Gadhek。guユgand「 ろ ば に 薔 薇 菓 子 」,(器 で な い もの に よ い もの を 与え る こ と)と 同
じ.
『猫 に 小 判 』
F.L.D.L.に 同 じ.
〔意)愚 者 は も の の 真 価 を 理 解 で きぬ も の.
K.K.な し.
P.A,Gaαh3nugu1}鍛nd
〔訳 〕 ろ ば に 薔 薇 菓 子,
〔意)器 で もな い 人 に 高 価 な もの や 立 派 な も の を 与え る こ と.・
註1H.K.は ⊃.L.の つ づ ま つた 形 で あ ろ う.意 味 と し て はD.L.とH.K.と は 同 趣 で あ る
が,D.L.の(80)と は1司じ で もH.K.の(80)と は 趣 の 違 う点 を 注 意 しな け れ ば な ら 々 い 。
X29)
D.L,Gharibkijorusabkibhabi
〔訳)貧 乏 人 の 妻 は 皆 の 兄 嫁.
〔意 〕 貧 し くお・と な しい 男 は 人 か ら 勝 手 な こ と を 言 わ れ て も言 葉 を か え す こ と が で きぬ こ と.
(貧 し け れ ば だ れ か ら もつ け 入 られ る.)
x.K.Gha.riukiJor貢sabk%bh互bhi
(意 〕 人 は み な 貧 し い 者 を 身 勝 手 に 利 用 す る もの.
F.Z.D.L.に 同 じ.




〔訳 〕 弱 い 者 の 妻 は 村 中 の(人 の)兄 嫁.
〔意 〕 弱 い 人 の 持 物 を 不 当 に 利 用 す る こ と.
P.A.Gha.ribd3joru(timi)janakhanadybhabi
〔訳 〕 弱 い 者 の 妻 は だ れ も の 兄 嫁 。
〔意 〕 弱 い 人 や 無 力 な 人 の 持 物 は だ れ もが(勝 手 に)利 用 す る.
註1D.L.及 びF.L.のb㎞ 祖 は ウ ル ド ウー で 普 通 に 用 い ら れ る 形 で,ヒ ン デ ィー で はH.K.
やK.K.の よ うにbhabh3,もし くは,bhaujaiで 見 ら れ る.一 般 に 匕 ン ド ウー に あ つ て は 弟(兄 嫁
か らの 呼 称 α3var)と兄 嫁(bnafih)と は 冗 談 も 霽 い 会 え る ほ ど の 親 し い 問 柄 に あ る が,そ れ 以
外 の 男 女 の 間 に つ い て は 厳 格 に 過 ぎ る 觝 ど制 限 が 強 い.ま し て 仙 人 の 妻 に な れ な れ し く声 を 掛 け る
な ど も つ て の ほ か な の に,貧 乏 人 の 妻 は だ れ か ら もな れ な れ し く さ れ る,と い うわ け で あ る.
註2そ れ ぞ れ の 諺 の 間 に は 互 い に 微 妙 な 意 味 の 違 い が 見 られ る.
註3B.K.に は(2)で4明 し た よ うに 次 の 諺 が 見 ら れ る.
&arbakkemahr.aruSa,Y.)hkebhaujaユ
(訳)愚 か者 の 嫁 は み な の 兄 嫁
〔意 〕 愚 か 者 の 妻 は だ れ か ら もな れ 友 れ し くさ れ る,こ れ は 表 現 上 はBurbakがGhar'ib(Zかわ つ
て い る の を 除 け ば 他 はD.エ.や1'.K.な ど と 同 じ で あ る.意 味 上 も 部 分 的 に は(2>に 似 通 つ て い
る が,全 体 と し て は や は り こ こ に 掲 げ られ た もの の 同 類 で あ る.
註4H.L.K.は 跏ab1形 とbhaujai形の 両 方 を 挙 げ て お り,「 貧 し い 人 や 知 とな しい 人 は
人 に 無 理 を い わ れ る も の だ 」 と して い る.
註5パ ン ジ ヤ ブ 語 に は 線ll(2)の 前 半 の 語 句 と ⊃.L.の(29)の 後 半 か ら成 る 異 形 が あ る.
t6Arh3dijoru,sar4勘dibhabi、b意味 は 「無 力 友 人 が 自分 の 所 有 物 を し つ か り管 理 で き ぬ こ と 」
と な つて い る.
(30)
D.L.G・r蹠 妬9・]繭 ・eparh・z(ka,rna>
(訳 〕 黒 砂 糖 は 食 べ る の に グ ル グ ラ ー は 食 べ ぬ こ と.
〔意 〕 あ る 人 と親 し い と言 つ て お き な が ら そ の 人 の 親 や 子 の 話 が 出 る と 知 ら ぬ ふ りを す る こ と.
H.K.Gurkha:,guユguユQseparhez
(訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 悪 事 を働 い て 知 り な が ら同 じ よ うな 悪 事 は 避 け るふ りを す る こ と.
F.L.⊃.L.に 同 じ.
〔意 〕 大 きな 悪 事 は 平 気 で し て い な が ら 小 さ な 悪 事 は 避 け よ う とす る こ と.
K.K.Gurkh'dユニeguユguユ.aS3pa血ez
〔意 〕 大 き な 過 ち を犯 し て む き な が ら小 さ な 過 ち を 犯 さ ぬ ふ りを す る こ と.
P.A.(3urkha界δ 七e9ユユ9uli巨七〇parh3z
〔訳 〕D.L.bz同 じ.
〔意 〕 悪 い こ と を し て お・き な が らそ れ ほ ど悪 くは1い こ とを 避 け る こ と.
註1guユgu琢 と は,小 麦 粉,黒 砂 糖,凝 乳 に うい き よ うの 実 や し よ うず くσ)実を 混 じて だ ん
ご 状 に し,ギ ー(精 製 バ ター)で あ け た もの.
註2D.L.と そ の 他 と で は 意 味 合 い が 大 き く異 な る.す な わ ち,前 者 が 「身 勝 手 」に つ い て




(訳 〕 今 す ぐ(時 の)鐘(が 鳴 る).
〔意 〕 世 の 中 は ま た た く間 に 変 わ る.
(原 註 〕 幽a尊yalと は 分 厚 い 鉄 板 も し くは 青 銅 板 で 時 報 の た め に 打 ち 鳴 らす も の.
H.K.⊃.L.に 同 じ.
〔意 〕 時 の 移 り変 わ りは 激 しい もの,い つ ど うな る や ら知 れ ぬ.
F.L.D.L.に 同 じ,
〔意 〕(ユ)入 間 の 寿 命 は 瞬 く間 に 尽 き る も の.(2)この 世 は 刻 々 と 移 り 変 わ る もの.
K.K.,P.A.な し.
註1こ れ は イ デ ィ オ ム と し てH.M.K.に 記 載 さ れ て い る.
Gh・か 諮gh・riya・b・jna=Gh・r・命 幽 ・riy・・none例 文 に あ る よ うに(Gh・ri命
grariyalhojata.hai,hamkalkibat}盃kaisevishvasdiユ誌)常 にhaiで 用 い ら れ る の で な
く_hojataY:aiと も な る の で あ れ ば,確 か に イ デ ィオ ム 的 要 素 を 有 してNる と もNえ よ う.し か
し,そ の 変 異 の 度 は 限 定 さ れ て い る の で あ る か らや は り諺 に 入 れ る べ きで あ ろ う,
(32)
1).L.Gharkabhedi:Lankadhδe
〔訳 〕 内 部 の 秘 密 を 知 る者 が ラ ン カ ー 島 を 破 滅 せ しめ る.
〔意 〕 秘 密 を 知 る 者 が 敵 に な れ ば ど ん な 害 で も もた らす こ と が で き る.
H.K.Charkabhediユanka(IL蕊we
〔意 〕 仲 違 い は 全 体 の 破 滅 の も と.
F.L.D.L.に 同 じ.
〔意)秘 密 を 知 る 者 が 敵 に な る の が 最 も危 険.
K.K.G}larVbh3diy蔘ユankad且h
〔意 〕 秘 密 を知 る 内 部 の 者 が 破 滅 を もた らす.
P.A.Ghardβbh:;ti工琶van鐙}1i直
〔訳)内 情 を 知 る者 が ラ ー ヴ ァ ナ を 殺 し た.
〔意 〕 内 部 の 不 和 が 破 滅 の も と.
註1Q.A,はD.L.形 と 同 じ もの を 挙 げ 意 味 を二 様 述 べ て い る.① 用 心 し て い て も仲 違 い が
生 ず れ ば 混 乱 の 因 と な り,敵 に つ け こ ま れ る こ と に な る.② 秘 密 を 知 る 者 と仲 違 い に な る と 甚 だ 危
険 で あ る.用 法 と して,伸 違 い の結 果,損 害 を 被 つた り,身 内 の 者 が 仇 と 結 ん た り し た 際 に 用 い ら
れ る こ とが 多Nと し て い る.
註2P.A.の み が 他 と 同 一 の 話(ラ ー マ ー ヤ ナ)に 墓 き 同 趣 の こ と を 述 べ な が ら も後 段 の 表
現 が 違 う こ と が 注 目 さ れ る.
(33)
D。工」.Gharkiputkiba.s3sag
〔訳)家 に あ る も の と い え ぱ 一 つ ま み の 豆 粉 と食 べ 残 しの 知 か ず.
〔意 〕 大 法 螺 吹 き を 皮 肉 つて い う.
H.K.D.L.に 同 じ.
〔訳)家 に は 一 つ ま み の 小 麦 粉 と残 り もの の 澄 か ず しか な い(の に 大 き な こ と を い う.)
〔意)大 風 呂 敷(を 評 し て い う言 葉).
4,1
F.L.Gharkipatkibasssag
(意)家 には(金 属製の上等の ものはな く)素 焼の台所道具 と古 くなった於かず しかないのに,
家の外では大法螺 を吹 くこと.
K.K.,P.A。なし.
註1putk3と は料理の汁 を濃 くするために入れ るひょこ豆の粉や麦粉のこと.




〔訳 〕 内のにわ とり(め ん どり)は ダー/L(ひきわ り豆)と 同じ。
〔意 〕 この諺は息子や親密な間柄の者,友 人あ るいは忠 実な下僕,有 能な部下 を大 切にせず よそ
の人をほめた り金を出 して仕事をさせた りする楊合に用い られ る・
H.K,D.L.に同 じ.
〔意 〕 身近な ものは軽ん じられる.
F.L.D.L.に同 じ.
〔意 〕 身近な ものは勝れた ものまで軽 んじられる.
K.K.Gha・1dm・.rghidalbar・bar(各地)
〔訳 〕 家に飼 つているにわ とりは豆 と同 じこと,い つで も好 きな時VZ利X17され る.
〔意 〕 家の中にある ものは重んじられず勝手な時にぞんざいに利用される.
P.A.Ghard3rrnargi(㎞k・i)・琶lbar丕わar
〔意 〕 身近にある ものはす ぐれた ものでもつまらぬよ うに思 うこと.
(35)
D,L,Landkogahanlaggaga
(訳 〕 月 に 蝕.
(意 〕 あ り と あ ら ゆ る 美 点 を そ な え て い な が ら た だ 一一つ 欠 点 の あ る こ と.
『玉m』
H.K_.D.L.に 同 じ.
(意 〕 品 行 正 し き人 の 名 に 汚 点 の つ く こ と.
F.L.D.L.と 同 じ.
〔意 〕 ① 勝 れ た も の に 瑕 の つ く こ と.② 美 し い もの に 瑕 の つ く こ と ・⑤ 美 し い 人 が 醜 い 人 と結 婚
す る こ と.④ ⊃.L.と 同 じ,
K.K.な し,
P.A.な し.
註lF.L.を は じ め そ の 他 の 用 法 か ら こ れ が か な り広 く応 用 さ れ る こ とが 知 られ る.
註2た だ し,H,K.の 用 法 は 限 定 さ れ て い る.
(36)
D。L。COrlkagurm3tha
〔訳)盗 んだ黒砂糖は(よ けいに)甘 い.
(意 〕 ただで手に入れた ものは一段 と味わい深い.
H.K.D.Z.に 同じ.







〔意 〕D.L.に 同 じ.
註1P.A.に は 次 の 異 形 が あ る.Coridamaユmittr,ahudahai
〔訳 〕 盗 ん だ 品 は 大 切 な もの.
(37)
D.L.Ch6tamunhbaribat
〔訳 〕 小 さ な 口 で 大 き な 話.
〔意 〕 力 量 以 上 の こ と を 試 み る こ と.(一 人 称,三 人 称 両 方 に 用 い ら れ る.)
H.K.D.L.に 同 じ.
(意 〕 目上 の 人 に 対 し て 無 礼 な 振 舞 い を す る こ と.
F.L.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 能 力 以 上 の こ と を し よ う と す る こ と 。
K.K,Ch°tlrn.Q:barbat
(意 〕 長 上 の 人 を 前 に し て 大 きな 口 を き くこ と.
P.A.ChO蒔 互 嚥 亭vaudigill
(訳 〕D.L.に 同 じ.
(意)特 別 の 力 量 を 持 た ぬ の に 大 き な 口 を き く こ と.
註1基 底 に お い て は 共 通 す る の で あ る が,意 味 上D.L.,F.L.の 場 合 とx.K.,K.K.の 場
合 とで は 意 味 の 重 点 が ち が う.い ず れ に も こ の 両 方 の 意 味 は 書 か れ て 輸 らず,い ず れ か 一 方 だ け が
書 か れ て い る.
;.c2P.A.に お・い て は 上 の い ず れ と も八 味 の 重 点 の 置 き ど こ ろ が ち が う.
(38)
D.L.」a㎎aユ 鵬m・rnaca1V・}dsne(kinn・)dskhu.
〔訳 〕 荒 野 で 孔 雀 が 踊 つた の を だ れ が 見 た か.
(意 〕 友 人 や 仲 間 か ら離 れ た と こ ろ で 富 や 力 を 得 た と こ ろ で な に が 嬉 しか ろ う.栄 達 の 喜 び は 伸
間 の 内 に あ つ て 味 う もの だ.
H.K.Jangalmsm。rnaca,kisnejaria.?'
〔訳 〕 荒 野 で 孔 雀 が 鯒 つ た と て だ れ が そ れ を 知 ろ う.
(意 〕 知 合 い の い な い と こ ろ や 値 打 ち の わ か る人 の い な い と こ ろ で 刀 量 を 発 揮 し た り富 や 力 を 示
し た とて な に に な ろ う.
F.L.Jan己aユm3m・r・・acakisnad::kha(tama,sha)
〔意 〕 ① 仕 事 は み な の 見て い る 前 で して 見 せ な け れ ば な りな い.人 の い なNと こ ろ や 異 熟 で して
兒 せ た と こ ろ で 何 の 得 に な ろ う.
『錦 を 着 て 夜 行 くが 如 し 』
② 勝 れ た こ と を 人 目 に つ か ぬ と こ ろ で 行 な うこ と.
K,K.,P.A.な し.
註lK.K.に は こ れ に 該 当 す る も の は 記 載 さ れ て い な い が,B.L.に はJangaユmemor
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nacal,kadakhal?asの形 で{i;てお り,「 人 目 に つ か ぬ と こ ろ で 起 きた 事 で 目 撃 者 の い な い こ と 」
と説 明 さ れ て お り(P.93),上 の い ず れ と も異 な る 意 味 に 用 い ら れ て い る.
註2H.エ.K.に は,`」angaltimsmor漁cakisnedakha'.の形 でlj{てお り,「 才 あ る 人 が
そ れ を 認 め る 者 が だ れ 一 人 い ない と こ ろ で そ の 才 を 発 揮 し た 際 に 用 い られ る 」 と 説 明 さ れ て い る 。
(:39)
D.工f.Jogaraj七ehaisobarastenahi
〔訳 〕 雷 鳴 を と とろ か せ る の は 雨 を 降 ら せ な い.
(意 〕 大 きな 事 を 言 う入 は な に もで きな い もの だ.
H,K.Jogarajtohaiwailba,rastenah3
〔意 〕 法 螺 吹 きは 役 立 た ぬ もの.
F.エ.H.K.に 同 じ 。
〔意 〕H.K.に 同 じ.
K.K.」egar匍 σ1e」vbarasπユen(Campara夏一2,甑 ユn・ger-⊥)




〔訳 〕 ジ ・一 ギ ー 〔 ヨ ー ギ ー,ヒ ン ド ウー教 の 行 者 〕は だ れ の 友 か.
〔意)住 所 の 定 ま らぬ も の は だ れ に も親 しま ぬ.
H.K.To9ユkiskswit
〔意 〕 ジ ヨー ギ ー は だ れ の 友 で もな い.(世 捨 人 で あ る か ら)
F.L.H.K.に 同 じ.
〔意 〕 住 所 の 定 ま らぬ 者 や 他 人 と か か わ りの な い 者 は だ れ の 友 に もな ら ぬ.
K。1(.Togikekarmitbusyakekarnari(Shahab3d-2)
〔訳)ジ ヨー ギ ー は だ れ の 友,女 郎 は だ れ の 妻.
(意 〕 ジ ヨー ギ ー は だ れ の 友 で も な く,女 郎 は だ れ の 要 で も な い.
(原 註 〕 後 段 を`r萄 五ke}ζarhit丶王 は だ れ の 友)と い う こ と が あ る が,大 意 は ほ ぼ 同 じ で あ
る.
P.A.Jangalgaenaba」hure,jog了nakissd3mat
(訳 〕 森 へ 行 つ た 者 は 人 の 力 に は な らぬ.ジ ョー ギ ー は だ れ の 友 で もな い.
(意 〕 友 情 に 応 え る こ と の な い 人 を 好 き に な る こ と.
註1H.K.に は 次 の 諺 が 見 られ る,`Togik3hka岨tkalandarkphk3語th、(ヨー ギ ー と
カ ラ ン ダ ル 《ムxリ ム の 行 者 》は だ れ の友 で も な い.い つ も遊 行 し て い る か らで あ る.)
註2K.K.は 上 のkalandarの意 を熊 ま゜ わ し と し て い る.
註3H.K.に は 上 のK.K.に 対 応 す る 次 の 諺 も 見 られ る.``Jodiklskerri3taurpatar
iiiskina.r、、(ジ ヨー ギ ーは だ れ の 友,女 郎 は だ れ の 妻)
註4P.A.に は 後 段 の 異 形 に 次 の も の が あ る.」OgユtoCla?'V'd:'h(ジヨー ギ ー と ダノしヴ エー シ ユC
シ ュ 《 ム ヌ リム の 遊 行 僧))




〔訳 〕 言 い1∫{した 者 が ギ ー を 取 りに 行 く こ と.(?)
〔意 〕 家 で も外 で も正 直 に 口 を きけ ば ひ ど レ・目 に あ った りは ず か し め ら れ た りす る.
H.K.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 ① 一 つ の こ と を 馬 鹿 正 直 に 続hる こ と.② 忠 告 し た 者 が 体 ま で 動 か す こ と.
F.1,.Toboユektm瞭rhoユe
〔訳 〕 返 事 を し た 者 が 錠 前 を あ け る.
〔意 〕 仕 方 を 教 え た 者 が し て 見せ ね ば な ら な く な る こ と.
K.K.」eb。 ユ・sekiw2,rkh。le伽zaffa印u・.2)
〔訳 〕(家 に い る と)返 事 を した 人 が 戸 も 開 け ね ば な ら ぬ.
(意 〕`」vr飢bataVraS3諏ecale、'(Shakia,bad‐2)に同 じ.(道 を 教 え る 人 が 先 に 立 つて 行
く こ と.)遊 を教 え る 人 に{首案 内 を さ せ る こ と.
P.A.な し.
註1H.K.に はF.L.,x.K.,と 同 じ もの が,H.K.の ② の 意 味 に 用 い られ て い る.
註2H.L.K.に はF.瓦 形 と同 じ も の が,H.K.の ② の 意 味 に 用 い られ て い る.
(42)
1),L.工 瑳1dargur_badawazdarphish
〔訳 〕 図 体 は(大 きな 〉塔(ほ ど)(出 る)音 は プ ヌ ツ.
〔意 〕 図 体 に 似 合 わ ぬ 小 心 者
H。K.Diユciaoユgumbaj劭颪zderphiss
〔意)見 か け は 頑 健,声 は 蚊 の な く よ う.
F.L.,K.K.,P.A.な し.
註1邦 語 の 『 う ど の 大 木 』 『大 男 の 見 か け 倒 し 』 とは 異 な る.
(43)
D.工.eraユtipnirtich乱wakbhiidharkabhiudhar
〔訳 〕 ゆ れ 動 く影 あ ち らへ 行 っ た り こ ち らへ 来 た り.
〔意)金 は 一 人 の と こ ろ に 留 ま つ て い な い.
H.K.Dhaユtiphirticranhai
〔訳 〕 ゆ れ 動 く影
〔意 〕 人 の 運 勢 は わ か らぬ もの.
F.L.Dhalt3phirtichawa,nkabhiidharkabh工udhar
(意 〕 人 の 運 勢 や 富 は い つ ど う な る か わ か らな い.
K.K.,P.A.な し.
註 ⊥ 富 を 「ゆ れ 動 く影 」 に な ぞ らえ た 表 現 で あ る が,重 点 は 自 分 の ほ う に ま わ って きて ど う
に か な る こ とで は な く,は か な い も の で あ る か ら そ れ を 得 た と て お ご る べ か らず,とNう こ とに あ
る.『 金 は 天 下 の 廻 り持(物)』 と は 全 く異 な る わ け で あ る.
註2な お・,Dhaユtiphir}ichayaは「影 の よ うに は か 左 い もの 」の 意 の イデ ィオ ム と し て 使
用 さ れ て い る.(H.M.K.)
(44)
D.L.雲abelekiBalaBandarkesar
(訳)う ま や(厩)の 厄 神(バ ラー)は 猿 の 頭 に.
〔意 〕 評 判 が 悪 け れ ば い つ も濡 衣 を 着 せ られ る.
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H.K.Tabulak3Balabandarkasir
〔意 〕 面倒 な こ とが 全 部 だ れ か 一 人 に だ け ふ りか か る こ と.
〔原 註 〕 厩 に 猿 を 繋 い で お く と馬 の 病 気 は み な 猿 に 移 り,馬 は 元 気 に な る も の と 一 般 に 信 じ ら れ
て い る.こ の た め 大 きな 厩 に は 大 抵 猿 が 繋 い で あ る.こ の 諺 は こ の 風 習 に 基 い た も の で あ る.
F.L.雲awelek3balaBandarkesar
〔意 〕 ① 幾 人 分 か の 難 儀 が 一 人 に ふ りか か る こ と.② 他 人 の 過 ち で 罰 を 受 け る こ と.
K.K.な し.
P,A,Tabulad3bala,badard°sir
〔意 〕F。L.の ② に 同 じ.
註1Tabalaは 語 源 的 に は ア ラ ビ ア語 由 来 でTawiユa(家 畜 を 繋 ぐ綱,か せ,厩,な ど の 意).
註2D.L.の 用 法 はH.K.,F.L.の そ れ とは 異 な る.F.L.の ② の 用 法 と も異 な る.② の
当 人 は 評 判 が 悪 い とは 限 らぬ.
註3Q.A.は 馬 を伝 染 病 か ら守 る た め に 流 行 の 予 知 に 猿 を 厩 で飼 う風 習 を 述 べ,身 分 の 低 い
者 が い つ も災 厄 の 因 に さ れ,身 分 の 高 い 者 が 不 問 に さ れ た り,悪 事 が あ れ ば 身 分 の低 い 者 の 責 任 に
さ れ る よ うな 際 に用 い ら れ る,と 用 法 を 説 明 して い る.
註4Q,.A.に よ れ ば こ の 諺 は ペ ル シ ア 語 由 来 の もの の よ うで あ る.ま た,異 形 と し てsarの
代 りにgaleの 用 い ら れ る もの を 掲 げ て い る.
註5ま た,`F・rhang‐s‐ ・崢rも(S・iyidH・ ・a・Ri璽,L・㎞ ・au,3・d・d.,⊥95f3)に
よ れ ば,こ の べ・・シ ア 語 の 謬B・ ユa一 ざ一 戈・・1ユ・ ・…ar‐-maimunは ウ・・ ド ・一 のcKar
jaedarhi‐walapakra頴e贏}慾 一 廂 渇 、(他 人 の し で か し た 過 ち の 科 を 受 け る こ と)と 同 じ
意 味 に 用 い ら れ る,す な わ ち 瓦L.の 第 二 の 意 に 用 い られ る こ と に な る.
(45)
D●L.Tiア 滋ekユofpahar
〔訳)わG)の かげに山(が か くれ る 〉.
〔意 〕 どんなものに も知 られていない取柄が ある もの.
H.K.D.L.に 同 じ.
〔訳 〕,わ らを 目の前にすれば山がか くれ る.
(意)① とて も小さなことか ら大事に至 ることがあるとい うこと.
② 小さな ものになにか大 きな秘密がか くされてい ること.
F,L.D.L.に同 じ.
〔意 〕 ①ち っぽけな ものに も大切なものが秘められてい ること.
②困難がほんのわず かの工夫で解決すること.
K.K.,P.Aな し.
註1F.L.に お・レ、ては諺としてではな くイデ ィオムとして説明されてい る・
註2H.M.K.に も`ti瘋ekiatp-harchipwna"(わらで山 をか くす)「 小さなことに大
きなことをか くすこと」のようにやは りイデ ィオムとして数え られている.
註3D.L.とF.L.の ① とは近 しい意味に用い られてい る.
(46)
D.工」.Tumhδreユark3bh3ka.bhighutnokeba],caleδe
〔訳 〕 お 前 の 息 子 もい つ か 這 う よ うに な ろ う.
〔意)お 前 もほ ん と うの こ と を 話 す よ うに な り正 し い 道 に 戻 る だ ろ う・
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H.K。 丁憐h蘯relaハkebhighutniyocaユ3ge?
〔訳)お 前 の 息 子 も這 うだ ろ う か.(女 性 が 用 い る)
〔意)① 寿 前 は い つ か 約 束 を果 た す だ ろ う か.
② お 前 は い つ か ほ ん と う の こ と を 話 す よ うに な る だ ろ う か.
F.L.,K.K.ρP.A.な し、
註1こ れ の 用 法 は 不 明 確 で あ る.
(47)
工).L.])aryamer2.hr;aaurmagarmacchsebair
〔訳)II(i2す み な が らわ に と仲 違 い.
〔意 〕 厄 介 に な つて い な が ら そ の 家 の 恵 子 と か 支 配 人 な ど を 憎 む こ と.
H.K.D.L.に 同 じ.
(意 〕 世 話 に な つて い な が ら そ の 人 と け ん か を す る の は よ くな い.
F.L.D.L.に 同 じ.
〔意)居 住 地 の 有 力 者 た ち に 対 抗 す る こ と.
K.K.Jal.・・ebasヨ:㎎agars3bair(σan写)gran-3,MuzaffaエPur-2)
〔訳)水 中 に す み な ん一ら わ に と仲 違 い とは.
〔意 〕 庇 護 して くれ る 人 と仲 違 い す る の は よ く な い.
P.A.工;ar'avaviccrahi乎ヨteπ皇agarl∫lach百raユvaユr
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 自 分 の 居 る と こ ろ の 有 力 者 と仲 違Nす る と苦 し む こ と に な る.
註lF.L.とP.A.と は 異 な り,対 抗 す る相 手 に は 直 接 恩 義 は な い.
註JB,L.に は``Saユm6「rahkema.garsebair'aの形 で 出 て お り,「 ち っ ぼ げ な 生 き も の が ・・
強 い もの に 敵 意 を もつ こ と 」 と さ れ て い る.(P.95)
(48)
D.L.工 冱tparmaiユnahi
〔訳 〕(な に も食 べ て い な い の で)歯 くそ な し.




〔訳 〕 歯 くそ な き こ と.
(意 〕 ① 極 貧 で あ る こ と.② 歯 が きれ い な こ と.
K.K.,P.A.な し.




〔訳 〕 弱 い 子 は 乳 母(タLイ ー)に.
〔意 〕 弱 い 者 は な に か に つ け て 濡 れ 衣 を 着 せ ら れ ひ ど い 目 に あ わ さ れ る.
H.k.1)aikesirpanphuユa
〔訳 〕.産 婆 の 頭 に バ ー ン プ ー ラ ー を.
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匚、〔意)男 児β{生を喜んで産婆にい う言葉.
〔原註)1子 供たちが隠れん坊遊びの際口にする.こ の諺はそれか ら採 り入れ られた もの.
3鋤phulは装身具の一である.2こ の諺はムヌ リムの女性が 艇用する.
F.L.工a3kθsarpanphul
〔,意〕 弱い者は どんな濡れ衣を着せ られるかわからない.
K。K.,P.A.なし.
註1`阨 工、'には乳母,産 婆,子 守 り,隠 れん坊遊び,な どの意がある.
1註2``Panphizla'には次の ような意が ある.① あ りきた りの贈物 ②極度 に きゃしやな もの
(以上,HindiShabdSagar)③非難.と がめだて ④並 みの結果 ⑤ きやしやな体の子供 き
やしゃな体(以 上,F.L.)
註3`Phuユpana.には次の よ うな意がある.① 「(花 とかパー ンのように)弱 々しい もの,
きやしやな(以 上,NFnakHindiK。sh)②世話,心 づかい ⑤ 非難 ④ きやしやな,き やしやな
体(以 上,F.L.)
註4こ の よう(2PhutpwnとPanphulは意味を共有 する部分 がある.し かし,こ こではH.K.
は別 にして も2の ③ と⑤,3の ⑤ と④ のいずれ をD.エ.及 びF.L.に採 るかは難 しN問 題 である.




〔訳 〕 顔 見知 りの 大 砲 打 ち(砲 手)が に わ か に サ イ ヤ ドに.
〔意 〕 財 産 が 自 慢 で な ら ぬ 成 金 を 乞 食 同 然 の 頃 か ら知 つて い る.
H.K。De㎞ 五bhal'atopc3aurcaprasaiya(1hoy
(訳 〕 た だ の 大 砲 打 ち だ っ た の を み な が 知 つ て い る が,今 で は に わ か サ イ ヤ ド(に な つ て 肩 で風
を 切 る).
(意 〕 空 威 張 りす る こ と.
F→Lぐ,K.K.,P.A.な し.
註1サ イ ヤ ドは イ ン ド亜 大 陸 の ム ヌ リム で 教 祖 マ ホ メ ッ トの 血 統 を 引 く と称 す る 人 々 の 称 号
で 最 も高 貴 な 出 身 と さ れ る.た だ し,こ れ が 血 統 の み で な く継 済 的 ・階 級 的 な 要素 を 含 ん で い る の




〔訳 〕 二人のム ツラーが争 ううちににわ と りは死んで しま う(不 浄4zつ て しま う)
〔意 〕 これは次のよ うな場面で用い られる.あ る人が なにごとか大切なことをその権威筋に検討
を願い鳩た ところ二人の権威 が争論 を始めたために大切な用件が宙ぶらりにな つてしま う・
H.K.Domulユome:rnzrgh3}isra,m
〔訳 〕 二人のム ツラーの手にかか つてにわと りは不浄になる・
(意 〕 二人の論争のせいで仕事が全 くはか どらぬこ と・
(原註 〕1ム ヌ リムが使用する.2ムxリ ムは屠殺に当たつて動物の気管 。食道 。血管が同時
に切断されるように刃物を用いる.も しこの三つが同時に切れず一つで も残 つた場合・その動物の
肉はハラール,す なわち,宗 教上,正 浄なものと認め られない.こ れは本来一人の人がす るもので
4$
あ る.も し二 人 の ム ツ ラー が 一 緒 に に わ と りの 首 を は ね る とす る と一 度 に 首 を は ね る こ と が で きず
不 浄 の も の と な る だ ろ う.
F.L.D。 ㎜ ユlamemur鋳iKaram
(訳 〕H.K.に 同 じ.
〔意)二 人 の 権 威 が 争 っ て 肝 心 な 仕 事 が だ め に な る こ と.
K.K.な し.
P.A.DomullaviccmurgiKaram
〔意)二 人 の 欲 張 りの 争 い の 対 象 に な つ て 目 的 が 達 せ られ な い こ と.
註1語 形 上 古 い の は,H.K.のdomullomeで は な く,D.玩 及 びF.L.のdo職:Alameで
あ ろ う.





(訳 〕 バ ソル ー(王)の 国 治 め は め ち や くち や.
〔意 〕``飢dher玉naga.ricaup帥r乱ゴ、(既 出3)と 同 じ.役 人 や 為 政 者 の 横 暴 に つ い て い う.
H.K.]⊃hlg互dhユgヱ,ba1ユiikaraja
〔訳 〕 ひ ど い もの バ ・ル ー王 は.
〔意 〕 甚 だ し い 無 法 に つ い て い う.
〔原 註 〕Baユ 嘯 は ジ ャー ト族 の 王 で,そ の 国 で は 「力 が 正 義 」 と い う諺 通 りの 治 世 が 行 わ れ て い
た,とNう こ とで あ る.
F.L,,K.K.,P.A.な し.
註1-.,Dhigとは,「 粗 野 な,乱 暴 な,悪 辣 な 」な ど の 意 を 有 す る.謠 爵dh髭 工は 厂乱 暴,
塞 力 」な ど の 意.(H.S.S.)な 知,F.L.で はdhigも し くはd班9蕊 は 「① 屈 強 な 男 ② 聞 男 」
の 意,⊂ 脳g琶.tidn3giはな く。..,clhiga...,dhag3が厂暴 行,左 ぐ り あ い 」の 意.
註2原 文 に即 す る 限 り ⊃.L.で はBaU冠 は 国 王 も し くは 国 の 名 で あ り,H.K.で は 一 応 地 域
名 も考 え られ る が,H.K.の(原 註)で は 王 の 名 と な つ て い る.
(53)
D.L.D1:chika,k.?teaεharkanagh互キka
〔訳 〕 洗 濯 屋(ド ービ三)の 犬 は 家 の もの で も洗 濯 場(ガ 録 ト)の も の で もな い.
〔意 〕 ①``エ(].rarnaギ窺 ryahbaコakidhar'asもし くは ②"b∂sarop雪ad岨b'③``IUa典nr
uユユazi、bと同 じ.
① 何 の 役 に も立 た ぬ 者(FL.)② 困 り果 て てNる 人(F.L,)③ 不 明
H。K.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 所 属 不 明 の 人.
F.L.DhobikakuttanwF;harkana.ratka
(意 〕 ① 所 属 不 明 の人 ② ぐ うた ら ③ ど っ ち つ か ず の
K.K.Dh・bikekutt・gh・・k…9聯k・(Shahabad‐2,σ ・㎎ ざ・・n-2,P・ 蝉 一 ⊥)
〔意 〕 ど つ ち つ か ず で ど ち ら の も の で も な くな つ た こ と.
〔原 註)洗 濯 屋 の 犬 は 家 で も洗 濯 場 で も 餌 を も らえ な い.家 に い る もの は 洗 潅 場 の ほ う で 餌 を も
ら った もの と思 い,洗 濯 場 に い る も の は 家 で 餌 を も ら つ た もの と思 う.
49
P.ノ、.Dhobidakutta,nagharda.nachatda
〔意)な ん の 役 に も立 た ぬ よ う に な つた 人 に つ い て い う.
註1こ れ は`Dhob3㎞'㎞t七ガ とつ づ ま つ て イ デ ィオ ム と し て も用 い られ て い る.
註2D.L.① は,F.工.で は``ldhark3naudhark3yahBalakidharasとな って い る.
な 寿,こ れ はH.K.に は 「災 厄 に 見舞 わ れ た 時 に 用 い る.」 と 説 明 さ れ て い る.
註3D.L.② は,P7.attsによ れ ぱ 「全 く困 窮 して い る 人 」の 意 に な る.
註4K,K.の 原 註 は こ の よ う な理 解 が あ る とNう 意 味 で 引 用 し た.
(54)
1).L.Nangibha工1'kibi1(?)mebas
〔訳)裸 が よ い か 穴 に竹 が よ い か(?)
〔意 〕 ベ ノしシ ア 語 で 「御 馳 走 す れ ば 百 の 文 句,し な け り ゃ 一 つ の 文 句(で す む)」 とい う諺 に 相 一
当.す な わ ち,(な す べ き こ と を 〉せ ず に 恥 か く よ り もな す べ き こ と を し て 恥 か く が よい ・
H.K.聾aれgibhal工kieh工kep乙w
〔訳 〕 裸 に さ れ る の と逆 吊 り さ れ る の と ど ち ら が よ い か.
〔意 〕 つ らい も の 二 つ の う ち で は つ ら さ の 少 な い ほ うが 選 ば れ る もの だ.
F.L.,K.K.な し 。
P.A.Nangibhaユ1kibodユi
〔訳 〕 裸 力ζよ レ丶力・愚 力丶力:よい カ・.
〔意 〕 ひ ど く悪 い もの よ り あ ま り悪 く な い も の の ほ うが ま し.
註1D.1・.の 意 味 は 次 の 原 文 に よ る.
・6
maid。h,ids-.n。ad`。ibBaradwana・三d・nyak`aibaa
註2こ の ペ ル シ ア 語 の 諺 の 翻 訳 と 考 え て よい も の が,H.K.及 びF・ 瓦 に 記 載 さ れ て い る ・
H諏 で は`b。・… 些 琶nk・ …han・ ・諮 ・au`….nab・ ・han・命 ・k`aib"
〔訳 〕 食 事 を 出 せ ぱ 百 の 文 句,lj{さね 一'つの 文 句.
〔意 〕 何 事 も な す か ら に は 立 派 に し な け れ ば な らな い ・
F.L.で は`6Dastorkhanbichan°命sau`aibnabicrans粛ek`aib、、
〔意 〕 人 に 御 馳 走 を 出 せ ぱ 数 え 切 れ ぬ ほ ど の 難 癖 を つ け られ る が.出 さ な け れ ば,難 癖 は 「御 馳
走 し な か っ た 一iとNう 一 つ で す む.
註3こ の よ う なH.K.とF.L.の 意 味 の 違 い は,重 点 の 置 き 所 の 差 異 に よ る も の で あ る が,
い ず れ も本 来 の 意 味 か ら か な りへ だ た つた もの と な って い る.
註4H.L.K.に はH.K.と 同 じ もの の ほ か 次 の2異 形 が 挙 げ ら れ て い る.①nangibhaE
kit3takmacwa,②nangi跏aユikimusal恥e意味 越H・K・ と 同 じ ・
(55)
D.L.nacmjan3agars冫erh蓋
(訳 〕 踊 り も知 らず に 「舞 台 が ゆ が ん でNる 」
〔意)能 力 も な い の に 見 当 は ず れ の 文 句 を つ け る こ と.
『下 手 の 物 くさ し 』





〔訳 〕 ①D.L.に 同 じ.
② 踊 り も で き ず に 厂舞 台 が ゆ が ん で い る 」.
料 理 も知 らず に 「 た き ぎが し め つて い る 」
〔意 〕 なIZも で きぬ の に 自分 の 弱 点 を か くそ う と 道 具 や 手 段 に 文 句 を つ け る こ と.
『名 筆 は 筆 を 選 ぱ ず 』
F.L.D.L.に 同 じ.
(意 〕D.L.に 同 じ.
K.K.nac31{vlurnaagar[癜tsrh
〔訳 〕 踊 り 方 を 知 らず に 厂舞 台 が ゆ が ん で い る 」
〔意 〕 欠 陥 を 自分 で は な く他 に 求 め る こ と.
P.A.naccllajan°vihr3nudosh(naccnajar.:::vユhradigδ)
(訳)踊 り を 知 らず に 庭 を 非 難(庭 が 傾Nて い る)
〔意 〕 力 量 が な い の に 他 者 を 非 難 す る こ と,
(5E)
D.L.Nalkarユadkc:.purkeh。塾maユeha.qユ3
〔訳 〕 ラ ー ドと カ プー ノしの 召 健 共 は(主 人 の)口 を ひ ね つて 給 料 取 る.
〔意 〕 使 用 人 の す る 仕 事 が な く主 人 が 情1こ と.
〔原 註 〕 シ ヤ ー ジ ヤハ ー ン 帝 か ア ウ ラ ン ゼ ー ブ帝 の 時 代 に 広rとKu.purとい う名 の 音 楽 家 が い た,
二 人 の 召 徒 た ち は 少 し も働 か ず に 給 金 は 取 つ て い た.騒 動 を 起 こ さ れ て は 困 る とい う理 由 か ら支 給
さ れ る の で あ つ た.こ れ か ら こ の 諺 が で き た.
H.K.Naukarユ 乱事kaparkeL.Ilvllmaユeaurhaoユe
〔訳 〕 ラ ー ト 。カ プ ー ル の 使用 人 は 力 ず くで 給 料 取 る.
(意 〕 あ つ か ま しい もの も ら い に つNてNう.
F.L.,K.K.,P.A.な し.
註1h。th:naユnaの 意 は 「 じ ょ う舌 な の や 生 意 気 な の を こ ら しめ る 」 と あ る が(F.L、),D.L.
H.K.の 脈 絡 か らは こ れ は 採 り に くい.H.K.の 「力 ず くで 」は 原 註 の もの で あ る.D.L.の 原 註
か らは 「 口 を ひ ね る 」 と字 義 通 りに 訳 し た ほ うが よい よ う で あ る.
註2こ の 諺 は,人 物 や 地 域,そ れ に 時 代 が 特 定 の も の を 扱 っ て い る だ け に す で にD.L.と
H.K.と で も人 名 ば か りか 意 味 上 の 差 が 見 ら れ る.そ れ だ け 伝 達 力 に 乏 し い わ け で あ る.
(57)
D.L.p&1堀aユbsharlmadarpillarbazar
〔訳 〕(イ ヌ ラ ム 法 の)「 五 悪 」は 親 泣 か せ.
〔意 〕 品 行 の 悪 い 人 の こ と.
H.K.Pa,n,j`。ib、ha。弩h註
〔訳 〕(イ ヌ ラ ム 法 の)五 悪 あ り.
〔意 〕(そ れ に は)五 つ の 欠 陥 が あ る.
F.L.Rar耳〕albsharユ
〔意)① 窃 盗 ② 私 通 ⑤ 飲 酒 ④ 賭 博 ⑤ 嘘 言
k.K.な し.
P.A.P跏eαoshasadY,jamahit乞kiketak;as
(訳)手 の 施 し よ う の な い 五 つ の 弱 点 を 持 つ た 人 に ど れ ほ ど 期 待 で き よ うか.
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〔意、〕 五つの(治 しようのN>弱 点のある人は助か りようがない・
註1「 五悪 」とは イヌラム教でい う五つの悪徳で上のF.L.に数えた ものである.`Panj
a`ibshard"には 「不 道徳な,不 道徳な人 」の意があ り(Pユati;s),イデ ィオムとして用い られ
ている.
註2H.K,及 びF.L.の用法は諺 として用い られてNる のではない.D.L.の みがわずかに
諺 としての用法に近い といえ よう.た だし,H.K.では諺の中に数え られてい るのでここに掲げ た.




〔訳 〕 不 明.
〔意 〕 ど ん な に 努 力 して も学 業 が 身 に つ か ぬ こ と.
H.K.,F.L.な し
K.K.Lilrhユ・rhaparhp・thaユ・・]・hd11・・i勘(P・ 蝉 一1)
〔訳)「 す り石(ロ ー ラー )(野 菜 を す りつ ぶ す た め の)」 と書 い て 「石(バ タノの 」と 読 む.
16の2倍 は8.
〔意 〕 愚 者 が 学 問 の 話 を し て も無 駄.無 学 も し くは 愚 か な バ ツ ク ー テ ヤ ー リヤ(バ ラモ ン)を
皮 肉 つ て い う.
P。A.Parnpukhtyt3ユikhユauhra
〔訳 〕 うん と学 ん で わ ず か 書 く.
(意)勉 強 を怠 け よ う と す る 人 の 能 力 を 評 し て い う ・
註1H.M.K,に よ れ ば1ik_hlOrhax;arhpatth.arは,厂全 くの 無 学 文 盲 の 」の 意 ・D・L・
のpa.rhpattharli脳1a撫raは語 順 の 相 違,1。rhaと ユaha再・ の 違 い が あ る が や は り熟 語 と考 え
る べ き で あ ろ う.
註2語 義 と して はP.A.が 理 解 の 範 囲 内 に 入 る もの で あ る.な お,r'.A.に はK.K.の 後 半
と 同 じ もの を 持 つ 異 形 と 考 え ら れ る も の が あ る.
Parrisputtparh翫・d乱,tes。ユゑd祕hゆ
(訳 〕 大 学 者 の 息 子 な の に16掛 け る2は8.
〔意 〕 な に も知 ら ぬ くせ に 知 つ た か ぶ り を す る こ と.
(59)
D.L.Parh3nali㎞enam鼬a㎜adfazi2,.
(訳 〕 学 問 もせ ず に 名 は ム ハ ン マ ド ・ フ ァ ー ジ ル(大 学 者).
〔意 〕 自分 の 仕 事 で は 知 ら れ て い る が 礼 俵 を わ き ま え ぬ 人 に つ い て い う.
H.K.Parhan・h舩 勲 噂 ・㎜ ・ 侮 餌(P・rhon・ ユikhanam・id頂・har)
〔訳 〕D..L.に 同 じ.
〔意 〕 愚 か 者 の こ と,
F.L.n。L.に 同 じ.
〔意 〕 何 も知 ら ぬ く起 に 知 つ た か ぶ りを す る こ と.
K.K.Parhalユikhalter蝕・bpi・nambid・yδsδ9・・
〔訳)無 学文盲なのに名は「学海 」
〔意 〕 実が名 に伴 っていない ことを皮肉 ってい う.
52
P.A.Parr.isnalikhiar_aurmzhammadf蒸zaユ
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 名 が 実 に 反 す る こ と.
註1K.K.が 本 来 の 用 法 と 思 わ れ る が,他 も相 互 に 用 法 を 異 に し て い る.
註2Y。A.に は 異 形 にMuha㎜踉d:azaユの 代 りにVidia語garが 用 い ら れ る も の か あ る.こ
の こ とはH.K.の 揚 合 と 同 じ く諺 の 管 理 者 の 相 違 に よ る も の で あ る .
(so)
D.Z.Pacou6rユ.iy且9bim:;tar:rai
(訳 〕 五 本 の 指 が ギ ー の 中.
〔意 〕 大 変 順 調 な こ と.
H.K.Pacougユi寅9匝 危ch・ 擁 ・i・㎞ 雌 工 磁
〔訳 〕 五 本 の 指 は ギ ー の 中,六 番 目の 首 は な べ の 中.
〔意 〕 大 変 順 調 な 入 の こ と.
〔原 註 〕 前 半 の み が こ と わ さ と して 用 い られ て い る.
F.L.P,wcouxTliyagriimehai
〔意 〕 ① 大 変 調 子 の よ い こ と.② 大 変 豪 奢 な こ と.③ 飲 食 物 が あ りあ ま つて い る こ と.
K.Ii.な し.
P.A.1-a鳳」3ugユaghiuVICC(parjehighiuvice}
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
(意 〕H.K.に 同 じ.




〔訳 〕 朝 ま だ き 道 を 迷 った 人 が 夕 方 戻 つて くれ ば 迷 っ た とNつ て は な ら ぬ.
〔意 〕 知5ず し て 悪 事 を 犯 し た もの の そ れ を 悔 い 改 め る な らば,そ の 人 を 罪 人 と き め つ け て は な
ら ぬ.
H。K,Sa,barkabhuユas5jhkob'r_iawetobhuユanahika.':ユ乙ta
〔訳 〕 朝 ま だ き道 を 迷 つ た 者 も夕 方 に で も戻 つ て くる な らば 迷 え る 人 と は 呼 ば れN.
(意 〕 自分 の 過 ち を 自 らす ぐ に 改 め た 人 に つ い て 用 い る 。
F.L.Subhkabhuユa:hamkQδet_:usebh矼蕊nah工kah七e
(意 〕 過 ち を す ぐ改 め た 人 や な す べ き こ と を 間 違 つた 時 に し た 人 を と が め て は な らぬ.
K.K.な し.
P.A.Saverdabhuユ'aJesドami(rat工)char乙」議w乏}tobr_u]anah工
〔訳 〕 朝 方 迷 つ た 人 が 夕 方(夜)戻 つ て くれ ば,迷 っ た と は い わ ぬ.
〔意 〕 道 を迷 い な が ら もす ぐ正 し い 道 に 戻 った 人 に つ い て い う.
t5u)
工).工。Bagユa櫛5r'うpankhhash
〔訳 〕 青 さ ぎ を 殺 して 得 る の は 羽.
〔意 〕 徒 労 に つ い てNう.(P.6)な ん の 得 に も な ら ぬ こ と を す る こ と(P,145)
『骨 折 り損 の くた び れ も うけ 』
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H.K.D.L.に 同 じ.




〔意 〕 下 らぬ こ と を す れ ば 得 られ る もの も下 ら ぬ もの で あ る.
P.A.な し.
註1D.L.とF.L.と は 同 じ 意 味 で あ る が,こ れ ら とH.K.と は 後 者 が 厂他 に 害 を及 ぼ し な
が ら 」の 意 味 合 い を 持 つ て い る点 で異 な る.
註2ま た,K.K.は 他 の 三 者 と も意 味 合 い を 異 に し て い る.
(63)
D。L.Bachi-a,khO事ekebaユkuda
〔訳 〕 仔 牛 は 杭 を 頼 りに とび は ね る.
(意 〕 弱 い 者 は 後 援 者 の 力 を 借 りて 威 張 る も の.
『虎 の 威 を 借 る き つ ね 』
H.K.Bachrakh?itihエkeban飆t昌hai
〔意 〕 身 分 の 低 い 者 は 身 分 の 高 い 人 の威 を 借 りて 威 張 る もの ・
F.L.H.K.に 同 じ.
〔意 〕 人 は だ れ し も 自分 の 後 援 者 を 自慢 す る もの.
K.K.① 馳 瓧akebalpar竃cka1勸dユ3(Gamparan‐2)
②Khuttakba・p・r・負C賦 ・・ai伽 ・aff・Φ ・・-2)
〔訳 〕 ①D.L.に 同 じ.
② 水 牛 の 仔 は 杭 が し つ か り して い れ ば こそ な く もの(と ん だ りは ね た りす る も の)・
〔意 〕 他 に 支 え ら れ て い る もの が は ね ま わ れ る の は 支 え が し っ か り し て い れ ば こそ.
P.A.な し.
註1意 味 は 相 互 に 少 しず つ 異 な つ て い る.
(64)
D.工」.Sarabaユka,sarnica
〔訳)大 げ さ な こ と を言 う者 は 恥 を か く.
〔意)自 慢 し た り得 意 に な つ た り し て い れ ば 後 悔 す る こ と に な る.
H.K.Baribaユkasirnica
〔意、〕D.L.に 同 じ.
F.L.D.L。 に 同 じ,




〔訳 〕 大 旦 那 は 大 旦 那(で 大 し た も の だ が,)若 旦 那 も(な か な か の もの)。
〔意 〕AがBと 仲 違 い し,cと 親 し くな つ た の でGがBと の 友 情 の こ とで 悩 む こ と ・
(原 註 〕 今 日 こ れ は あ る 人 よ り もそ の 人 の 息 子 に 余 計 に 悩 ま さ れ る 場 合 に 用 い ら れ る.
H.K.B・rat。th・hich。t・subhanalユah
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〔意 〕 こ れ は 悪 レ・意 味 に の み 用 い ら れ る.さ る 男 な か な か の し た た か 者 で あ つた が,も う一 人 は
そ れ 以 上 の 曲 者.親 父 を しの ぐ慮 子 と か 兄 以 上 の 弟,な と とい つ た 場 合 に 用 い られ る.
F.L.D.エ ・.ににFiじ.
〔意 〕 大 き い ほ うは し た た か 者 に違Nな か った が,小 さ い ほ う は そ れ 以 上 の し た た か 者 だ った と
い うわ け.
K。K.Baremiyat4bar3.r,iyachotamiyasubh乱naユユa(Patna-1,Saran-1,S匝habδd)
(訳)大 人(たNじ ん)は 大 人(た いじん)で そ の よ うな もの だ が,小 人(し ょうじん)略 そ れ に 負 げ ず
劣 ら ず.
〔意 〕 偏 い 人(賢 者)が 並 み の 人(愚 者)と 同 じ よ うな 間 違 い を し た 場 合62皮 肉 つ て い う.
P.A.な し.
註1K.K.の み 用 法 が 異 な る.
証2Subhanaユ ユ5hは,感 動 詞 で 「猛 烈,凄 い,参 つた,あ あ 神 様 」な どの 意 を 表 わ す.
(s5)
D.工.BarSegaba塾s蕊weg琶damriserユagδwo9乱
〔訳 〕 雨 が 降 る.雨 を 降 らせ る.1セ ー ル が1グ ム リ ー の 値 に な る.
〔意 〕 雨 の 降 り出 す 時 に 子 供 た ち が 大 畜 で これ を 歌 う.
H.K.Bars,ga,barsΣweξ癒,paisssirユag互wega
〔訳 〕 雨 が が 降 る.雨 を 降 らせ る.iセ ー ル が ⊥バ ィ サ ー の 値 に な る.
〔原 註 〕 雨 季 に 子 供 た ち が こ れ を 歌 う.
F.エ'.,K.K.,P.A.な し.
註1daxnriは ハ ィ サ ー(Paisa)の四 分 の 一 も し くは 八 分 の 一.1聖 一 ル は 約930グ ラ ム 。
註2H.L.K.に は や は りH.K.形 と 同 じ もの が 挙 げ られ て 壽 り,「 雨 季 に 適 当 な 雨 が 降 れ
ば 穀 物 の 値 が 下 が る 」 との 註 が あ る.
註3こ れ は 古 くか ら の 童 歌 の 一 節 で あ ろ う.歌 詞 は 少 し異 な る が,MuhammadShaikhud‐










〔訳)ジ ユ ム マ ー よ,お ・前 の 身 な りに は 参 つ た参 つ た.
〔意 〕 慎 中 に は 一 タ カ ー も持 た ぬ くせ に 金 満 家 と 張 り合 う と はJ栄 の 張 り よ う も大 し た も の よ ・
H.K.D.L.に 同 じ.
〔訳 〕 同上.
〔意)$,'前 の 頭 の 良 さ(も し くは,身 な り)に は 全 く敬 服.(皮 肉 な 意 に 用Nる)
F.L.,K.K.,P.A.な し.




〔訳 〕 親 父 が の び た き を 射 た ぬ の に 息 子 は 弓 術 家(と は),
(意 〕(27)と 同 じ.(力 量 もなNの に大 そ れ た こ と を す る)
H.K.BapnamarlP![BariBataゼ冗ralld廐z
〔訳 〕 親 父 が の び た き を 射 つ た こ と もな い の に 息 子 が 弓 術 家(と は 〉.
〔意 〕 大 き な 口 を き く人.
F。L.Bapnamar3pida≠廴bstatirandaz
〔意)① 親 父 は 小 心 者 だ つ た の に 息 子 が 大 胆 な こ と を し た り,② 小 心 者 の 子 が 自慢 した りす る の
を 皮 肉 つ てNう.
K.K.Bapm≡ Σregidaぎユbetatirandaz(Patna-3)
(訳)親 父 は ジ ヤ ツカ ル を 追 つて い た の に 息 子 が 弓 術 家(と は).
〔意)家 柄 や 伝 統 か ら は み 出 た こ と を す る の を皮 肉 っ て い う.
P.A.Piunamaripiddari七eputtartirandaz
〔訳)D.L.に 同 じ
〔意)普 通 の 人 の くせ に 大 き な 口 を き く こ と.
註1K.K.は 前 半 の 部 分 が 他 と 趣 き を異 に し てNる か に 見 え る が,構 造 上 はBapとbe拓 が
対 比 さ れ て い る し,pidariに対 す るgidariの意 味 も 厂つ ま らぬ もの 」 とい う点 で は 共 通 し てい る.
し た が って,F.L.も 参 考 に し て こ こ で は 意 味 はD.L.もH.K.も 本 来 はK.K.と 同 趣 の も の で あ
つ た と考 え て よか ろ う.
註2H.K.及 びF.L.のmarlを 文 法 的 に 説 明 す る に は 臆pに 付 くべ き動 作 格 辞naが 省 略 さ
れ て い る と 考 え ね ぱ な ら な い.も つ と もnaをnsと 読 め ば,「 親 父 が の び た き を 射 ち,息 子 が 弓 術
家 」 と な る.
(69)
D,i,,Barahbatatharahpaidsphirahai
〔訳 〕 十 二 本 の 道,十 八 本 の 細 道 を歩 きま わ つた こ とが あ る.
〔意)熟 達 し て い る こ と.
H.K.B言rahbatatharah了'aire
(訳 〕 十 二 本 の 諠,十 八 本 の 細 避,ど の 道 へ 進 め ば よ い の や ら.
〔意)問 題 が 甚 だ 複 雑 な こ と.
F.L.rK.K.,P.A.な し.
註lBaran匝 事に は 字 義 と して の 厂十 二 本 の 道 」 の ほ か に 次 の よ うな 意 味 が あ る.厂 散 り散
り の;1σ らば ら の;様 々 の;荒 れ 果 て た.」
註2お.L.及 びH.K.の 用 法 だ け で は 形 態 上 も意 味 上 も こ れ 以 上 の 検 討 は 控 え る べ きで あ ろ
うが,H.K.は 後 に な に か 省 略 さ れ て い る と 考 え た ほ うが よ か ろ う.
(70>
D.L.Bas3rahenakuttaltLIGLv
〔訳 〕 食 べ 残 しがll{ても犬 も食 わ ず.




〔意 〕 ① 貧 窮 に つ い て い う.② 節 倹 を 重 ん じ る人 に つ い て も用 い る.
F。L.Bas3batsnakuttakhδe
(意 〕 食 べ 残 さ ぬ よ うに.ま た,い た ん で捨 て な い で よ い よ うに.収 入 と支11{がぴ つた り.甚 だ
貧 しい こ と を 述 べ る の に 用 い る.
K.K.Basiba、csnakuttakha,;ra(Camperran-1,Muzaffarpur-2)
〔訳 〕 食 べ 残 しや 犬 に 食 べ さ せ る もの が 残 ら ぬ よ うに 全 く無 駄 の な い よ う に 料 理 を こ し ら え る こ
と.
(意 〕 計 煢 づ くめ で な に か を し た 場 合 に い う.
P.A.な し.
註1D.L.は 他 の もの と意 味 を全 く異 に して い る.他 は 共 通 の 意 味 を 有 して い る.
(71)
D.L.磁rkeladdu《khasgas。pac乞a3gaatzrna躡・g蚕S。pac語3ga)
〔訳 〕 お が くず 鹿 ん じ ゆ う 《食 べ れ ば 悔 み,食 べ ね ば 悔 む 》
〔意 〕 説 明 な し.
〔原 註 〕 シ ヤ ー ジ ヤ ハ ー ン 。ア ー バ ー ドで あ る 男 が お が くず で ま ん じ ゅ う を こ し らえ,そ れ を 売





〔意 〕 中 身 は よ くな い の に み な が 欲 し が る もの.
〔原 註)あ るhか さ ま 師 が 黒 砂糖 の 汁 に お が くず を 混 じて ま ん じ ゅ う を こ し ら え,厂 これ は,デ
リー の 団 子 だ 」 と言 って 売 り 出 し た.め す ら し か つ た の で 瞬 く問 に 売 り切 れ て し ま い,も うけ た そ
の 男 は 家 に 帰 つ て し ま つた.遅 れ て 買 い に 来 た 人 は 買 え な か つ た の を 残 念 が り,買 つ た 人 た ち は だ
ま さ れ た の で くや し が つ た.
F.L.Burkeユaddukhantopact石eaurnakhδetopacta,a




(意 〕 自慢 や 空 威 張 り 一 食 べ る こ と も吐 きす て る こ と も で きぬ もの.塾
註1D.L.〔 訳 〕の 《)内 は 〔原 註 〕を参 考 に して 註 者 が 補 っ た も の.
詫21adduと は 豆 粉 等 に 砂 糖,ギ ー.木 の 実 な ど を混 じ て こ し ら え た 団 子 状 の 菓 子 の こ と で
あ る.ま ん じ ゆ う とは 意 訳 し た もの で あ る.鉱rに は 「 もみ が ら な どの 穀 類 の か ら,お が くず.,く
ず 」な どの 意 が あ る.Pユattsに よ れ ば,`Bur癜 ユaddu、°に は 「 もみ が ら で こ し らえ た ま ん じ ゆ
う(ラ ツドウー )」 す な わ ち,「 人 を 惑 わ した りだ ま した りす る者 」 「 見 か け は き れ い で 内 側 は きた
な い も の 」 「 見込 み が よ くて 結 果 の 悪 い も の 」 厂 見 か け だ お し の 人 」な ど の 意 が あ る 。
註3K.L.Soldユ は 次 の よ う に 説 明 して い る.
圃rkaladduと は ギ ー を 用 い ず 小 麦 粉 に 砂 糖 だ け を 入 れ て こ し ら え た も の を い う.お ・
い し くな い の で 食 べ た 者 は 悔 み,食 べ な か っ た もの は 齢 い しい の を 食 べ 逃 し た と思 つ て 悔 む.時 に




こ れ が 一 番 適 切 な 意 味 で あ ろ う.
註4こ の 謝 ま舩rkeladduと 後 半 とに 分 か れ た ま ま 用 い られ る こ と が 多 い.前 半 は イ デ ィ
オ ム と して 用 い られ る.
註5P.A.の 用 法 は 甚 だ 特 殊 化 し て い る.
(72)
D.1」.Bhusnlecing五daユjam且lodurkhari
(訳 〕 わ ら に火 を 放 ち 信 じ こ ま せ て 高 み の 見物 。
〔意 〕 中 傷 し そ そ の か し て 仲 違 い を さ せ 自 分 は 高 み の 見 物 を す る 人 を 評 し て い う.
H.K.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 仲 違 い さ せ た り中 傷 し た りす る 人 を 評 し て い う.
〔原 註 〕 女 性 が 多 く用 い る.
F.L.Bhu・ 命 ・ingar3(・1311)dalJ・ma.1。du・㎞ ・ri
〔意 〕D.L.に 同 じ.
K.K.,P.A.な し.
註lkhar3と 女 性 形 に な つ て い る こ と か ら も女 性 の 管 理 し て きた 諺 ら し い こ と が 判 る ・
(73)
D.L.Manbhayamu-r_diy`ahiユ琶ye
〔訳 〕 気 に 入 った が 「い や 」 と頭 を 振 る.
〔意 〕 心 に も な く断 る こ と.
『い や とか ぶ り を 縦 に 振 る 』
H.K.M鋤bh訥e轟dhiユaweこ れ はManCX23muriyahiコawa(/C同じ.




〔訳 〕 気 に 入 っ た の で 頭 を 振 る.
〔意 〕 気 に 入 つ た れ ば こ そ 頭 を た て に 振 る 、
P.A.な し.
註1日 本 の 諺 『い や と か ぶ り を 縦 に 振 る 』が 女 性 の 心 理 を 述 べ てNる の と 同 様 こ の 諺 もH・K・
の(意 〕に 書 か れ て い る 通 りや は り微 妙 な 女 性 心 理 を 表 わ し て い る こ とが わ か る ・ た だ し,女 性 に
の み 限 定 さ れ てNる の で もな レ、よ うで あ る.
註2K.K.の み 他 と用 法 を 全 く異 に して い る.な 壽,厂 頭 を 振 る 」 一 ㎜ 照iyδ/癒 卓/
痂re/h⊥1盗垣 一 に は,肯 定 と 否 定 の 両 方 の 意 味 が あ る.
(74)
1).L。Mu1血la.ga3domnigawetoユfatal
〔訳)ド ー ム ニ ー は つ け あ が る と 調 子 は ず れ の 歌 を歌 う.
〔意 〕 金 持 に 近 づ き を 得 れ ば 馬 鹿 げ た こ と を言 つ て も た し な め ら れ ぬ.
H.K...,:diuhlagaia。mnigaw・talb・t五1
(意 〕 あ ま りつ け あ が ら せ て は な らぬ ・
F.L.①H.K.Y'同 じ.②MunhlaETaid・mni蕊baec。samet
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〔訳 〕 ①D.瓦 に 同 じ.② ド ー ム ニ ー が つ け あ が って 子 供 た ち ま で つ れ て き た.
〔意 〕 少 し や さ し くさ れ れ ば な れ な れ し くな る こ と.
K.K.な し.
P.A.IvTuhla3dunin3gawai七蕊bital
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 賤 し い もの に や さ し く し て つ け あ が ら れ る こ と.
註1dcmniは 清 掃 業 な ど に 従 事 す る 最 下 層 カ ー ヌ トのdomの 女 で あ る が,音 楽 。舞 曲 を 生 業
と す る こ と も あ る.,
註2D.L.のtalbatalは 正 し くはtalbetδユ.
(75)
D.L.I」!unhset。phuto
〔訳 〕 声 を 出 し て 言 え.返 事 を せ よ.
〔意 〕 うん とか す ん と か い え.な ん と か 言 え.(返 事 を せ よ.)
H.K.Muhs3boユosira3kh.310
〔訳 〕 声 を 出 せ,頭 を 振 れ.
〔意)D.L.と 同 じ.
〔原 註 〕 神 が の り うつ る と人 は か な りの 時 間,頭 を 振 りな が ら 「ふ 一 ん ふ 一 ん 」 とNう も の で
あ る.こ れ か ら6Sirse㎞3ユna、:(頭で 遊 ぶ)と い う イ デ ィオ ム か で きた.そ の 意 味 は 頭 を 振 つて
返 事 を す る こ と で あ る.
F.L.H,K.に 同 じ.
〔意 〕D.L・.に 同 じ.
K.K.,P.A.な し.
註1こ れ は イ デ ィ オ ム に 数 え る べ き も の で あ る が,H.K.の よ う に 後 半 に 付 加 さ れ た 形 で 諺
扱 い さ れ て い る 例 が あ るの で 参 考 ま で に 掲 げ た.た だ し,F.L.で は イ デ ィオ ム 扱 い.
註2M斑hsephutnaもN.unh83boユnaもF.L.で は イ デ ィオ ム と し て 数 え ら れ て い る.
(76)
工).L.Yah血ourmas〔lrkidal
〔訳)こ の 口 に れ ん ず 豆 の 汁(タLル)と は.
(意 〕 こ れ は 知 前 に は 無 理 だ.能 力 以 上 の 事 を し よ う と す る こ と.
H.K.⊃.L.に 同 じ.下 記 の もの と 同 じ.
Yahmu上iaurgajara
〔訳 〕 こ の 口 に に ん じ ん とは.
〔意 〕 能 力 以 上 に 得 よ う と す る こ と.柄 に もな い 願 い.
〔原 註 〕 に ん じ ん は 安 価 な もの で あ る が,こ こ で は 風 刺 的 に 用 い ら れ て い る.
F.L.D.TL.に 同 じ.
〔意 〕 ⊃.L.に 同 じ.
K.K.Y・hi磁 ・㎜ ・u・k3daユ(Sh齦圃 一2)
〔訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 無 能 な人 と か そ の 器 で なN人 が 不 相 応 な も の を 願 うの を 風 刺 し て い う ・
P。A.亙hmihterte.sradidaユ
〔訳 〕r.L.に 同 じ,
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〔意、〕 自分の続済力以上の ことを望むこと.
註1H,Z.K.に は ⊃.1J.形が高塾みの意に用いられてい る.同 時に,`Yah驫aur疎ajafず
も挙げてい るがH.K.とは異な り「にんじんなどあなた(金 持ち)の 召上がる ものではない 」の意
に用い られている.




〔訳)ラ ー ニ ー(王 妃)に は ラ ー ナ ー(王)が,カ ー ニ ー(片 目 の 女)に ば カ ーナ ー(片 目の 男)
が い と しN.
〔意)だ れ し もわ が 子 は 一 椿 可 愛 い もの.
『親 の 欲 目 』
H.K.1).L.に 同 じ.
〔意 〕 ① ど ん な も の で あ れ 自 分 の もの は 大 切 な もの.② 似 た 者 同 志 気 の 合 う も の だ.
『似 る を 友 』
F.L.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 人 は 自 分 に 似 た 者 を 好 く もの だ.
K.K.Kanik・ ㎞nδpi画 ・ranik・rangpiya・(Shahabad‐2)
(訳 〕 ラ ー ニ ー(王 妃)に は ラ ー ナ ー(王)が い と し い な らば,カ ー ニ ー(片 目 の 女)に は カ ー
ナ ー(片 目 の 夫)こ そ い と しい も の.
(意)F.L.に 同 じ,
P.A...rRaniniz・a.Opiara,ka・瞬 孟 ・命pi舗
〔訳 〕 王 妃 に は 王 子 が,牝 烏 に は 烏(の 子)が い とお しい も の.
(意 〕 だ れ に と つ て も 自分 の 身 内 は よ い もの.
註1D.エ.の 〔意 〕はH.K.の ① に 含 ま れ る もの で あ る が,D.L.が 他 に す べ て 共 通 し て み
ら れ る 意 味 を 記 載 し て い な い の が 注 目 さ れ る.た だ し,P.A.(そ の直訳)は1).L.の 意 味 に 用 い ら
れ て も不 自 然 で は な い こ と を 示 し てNる.




〔訳 〕(牝)猿 は 木(棒)の 力 を 借 りて 踊 る も の(暴 れ る も の)
〔意)(63)に 同 じ.
H.K.D.L.に 同 じ,
〔訳)(牝)猿 は 木(棒)の(威)力 で 踊 る もの.
〔意)脅 さ ぬ こ とに は 話 に な らぬ.
F.L.,K.K.,P,A.な し.
註1⊃.L.と 苴.K。と の 差 はkebaユ の 解 しか た に よ る もの で あ る がH.K.の よ うに 猿 回 し の
立 場 か ら解 す る ほ う が 妥 当 で あ り,意 味 と し て 本 来 的 な もの で あ ろ う.D.L.は 恐 ら く表 現 法 の 類




(訳 〕 血 を ぬ りつ け て 殉 教 者 の 仲 間 入 り し た.
〔意 〕 能 力 も 全 くな か っ た の に 偉 入 の 猿 真 似 を し た だ け の こ と.
H.F(.工e,hulagashahidomumile
(訳 〕D.L.に 同 じ.
〔意 〕 名 誉 ば か り追 う こ と.
F.L。1β ・}lulagskarshahidomemilna(d≡廴と尊 ユhona)
〔意 〕 ほ ん のf_か の 働 き で 大 仕 事 を し た 人 た ち の 仲 間 入 りを す る こ と.ほ ん の 少 し 仲 間 入 り して
名 を 売 る こ と.
K.K.,F。A.な し.
註 ⊥D.L.の 意 味 はH.K.及 びF.L.の 意 味 と 全 く異 る.後 者 で は 自分 の 手 は 汚 さ ず 名 の み
迫 う こ と を皮 肉 つて い る の で あ る.
註2F.L.で は イ デ ィオ ム 扱 い に な つ て い る の で 動 詞 は 不 定 詞 形 で あ る.
(80)
D.L.Shaikhkyajanasabunkabado
〔訳 〕 長 老 が 石 け ん の 値 段 を知 って い る もの か.
〔意 〕 あ の 人 に こ れ の 値 打 や 取 柄 が わ か る は ず が な い.
H.K.D.L.に 同 じ.
〔意 〕 関 わ りの な い こ と を 知 つ て い るは ず が な い.
FCL.,K.K.,P.A.な し.
註1F.L,に こ れ と 同 じ 表 現 法 の 次 の よ う な 諺 がftら れ る.
Barda.rkyajan3adrakkaswδd
〔訳 〕 猿'にし ょ う が の 味 が わ か る もの か.
〔意 〕 無 能 な 者 に は もの の 真 価 は わ か ら な い.
こ れ はD.五 。の 意 味 に か な り通 じ る性 質 の も の で あ る が,1).L.も や は りH.K.の 意 味 に 解 す る の
が 最 も 自然 で あ ろ う,シ ヤ ィ クは 「無 能 者 」 と して よ り も 「関 わ りの な い 人 」の 意 に 解 す る の が 適
切 で あ る か ら で あ る.
(81)
D.L.Sabmiユepa.rユangρ七iy&盟mils
〔訳 〕 だ れ に 出 会 つて もよ い が 竹 馬 の 友 にはfll会い た くな い も の.
〔意 〕 な に もか も知 つ て い る 旧 友 に は 用 心 し な け れ ば な らぬ.
註1H.K.,F。 乱,K.K。,F.A.い ず れ に も こ れ に 通 じ る 諺 は 見 られ な い.
(82)
D.L.Siy乞 ヱ1akauwagukhδtahai
(訳 〕 利 口 な 鳥 が 糞 を 喰 う.
〔意 〕 詐 欺 師 は 慾 に か ら れ て 危 難 に 陥 る も の.
H.K.Sayan訌kauwakhekhay
〔訳 〕 ⊃.L.に 同 じ.
(意)利 口 者 と 自 負 し て い る 人 が あ か ら さ ま に 間 違 い を 澄 こ し た 時 に 用 い る.
F.L.D.L.に 同 じ.




〔訳 〕 利 口 な 鳥 が 汚 物 に は ま る.
(意、)利 口 な 人 が 大 変 な 間 違 い を し た 際 に 用 い る.
註1D.L.とF.L。 とは 通 じ合 う もの だ が.H.K.は 趣 き を 異 に して い る.
註2H.K.のKheの 意 味 は 原 註 に よ る.
(83)
D.工」.Sausonark3naekユcharki
(訳 〕 金 細 工 師 の 百 打 も鉄 鍛 治 の 一 打 に し か ず.
〔意 〕 百 の 悪 事 もた わ む れ もお・れ の 澄 返 し 一 発 に は か な わ な い.
H.k.な し.
F。L.Sausuna.rkiekloha'rk工
〔訳 〕 金 細 工 師 の 百 打 は 鉄 鍛 治 の 一 打.






〔意 〕 弱 い 者 の 百 打 に 強 い 者 の 一 打 が 匹 敵 す る.
P.A.Sausuniardユ,1Kユchar(thathiar)dz
〔訳 〕 金 細 工 師 の 百(打)は 鉄 鍛 治(真 鍮 細 工 師)の 一(打)
〔意)力 の な い 者 が 繰 り返 しや つ て も出 来 ぬ こ と を 力 の 強 い 者 が 一 度 に や っ て し ま った 際 に 用 い
る.
註1D.L.とF.L.と で は 同 じ こ と を い うの で あ る が,前 者 は こ れ を 使用 す る人 称(一 人 称)
が 限 られ てNる の で,特 定 の 用 法 と な る.
註2H.z,x.は,"S・ucot…a・ 鴎 ・k・。t・血a・ げ の 形 で 見 られ,`butkhut
su:nar}d、、の 異 形 も挙 げ られ て い る.用 法 は,「 嫌 味 や 皮 肉 の 意 を 表 わ す 」 と さ れ て い る.
(K4)
D.L.Karimk3-gorparユ酖mamahai
(訳 〕 ハ ー テ ィム 王 の 墓 を 足 蹴 に す る(ハ ー テ ィム 王 を 凌 ぐ).
〔意 〕 貧 しい の に 気 前 の よNこ と.
H.K.xa七irekigQrmarlatmarl
〔訳 〕 ハ ー テ イム 王 の 墓 を 足 蹴 に し た.
〔意)ハ ー テ イム 王 以 上 の 施 し を し た.吝 嗇 家 を 揶 ゆ し て い う.
F.L.'rla+,imkig。・(qab⇒pa・ latmarna
〔訳 〕1).L.に 同 じ.
〔意 〕 ① ハ ー テ ィム 王 を しの ぐほ ど 気 前 よ く施 す こ と.
② 吝 嗇 家 が 突 然 気 前 の よ い こ と を す る の を 皮 肉 っ て 言 う.
K.K。,P.A.な し.





(訳)後 ろだてを得 た(牝)ろ ばがUラ ク種の)駿 馬を蹴飛ばす.
(意 〕 力のない者が金持とか有力者に操 られて自分 よ り上の人に横柄な態度をとること.
H.K.Hi:nayatユk3ghoriisaqikoユatmars
(訳 〕 後ろだてを得た(牝)馬 が(イ ラク産の)駿 馬を蹴飛ばす.
〔意)① 有力者の後援につけあが り自分 より上の人や有 力者に喧嘩 をしかけ ること.
②高官の随用入たちが人を人 と思 わず,立 派な人を侮辱 した りすること.
F.L.Himayatik3rhoriiraqikela-tmartlhai
〔意 〕 後援者がいれば くだ らぬ奴で も目上の人に立ち向か うものである.
K.K.,P.A.な し.
註1い ずれ も厂茶坊主(根 性)」 を批評 したものである.
蓉 馨 馨
(補 記)
1諺 の配列はD.L.に澄いては順不同であるが,小 論では便宜上,デ ーヴアナーガ リーの文
字表にな らつた.
2眼 られた資料 と筆者 の非力のために今後考察すべ き点が多数残 る結果 とな つた.歴 史的及
び地理的に多 くの用例を集め検討 を加 えることが課題である.
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